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はじめに

奈 良市 は大和盆地の北部 に位置 し、縄文時代以来の貴重

な遺跡が数多 く存在 してい ます。特 に奈良市の中央市街地

には、約 1300年 前の奈良時代 の都 である平城京跡 といった

大規模遺跡が所在す る とともに、世界遺産 に も登録 された

東大寺 をは じめ とす る「古都奈良の文化財」 の歴史その も

のが地下に眠っています。

奈良市教育委員会では、毎年、 この ように優 れた埋蔵文

化財 を後世 に伝 えるべ く、平城京跡 を中心 に発掘調査 を実

施 しています。調査 によって得 られた資料や情報 は、 当時

の人々の暮 らしぶ りを知 る上で大 きな手がか りにな ります。

そ うした意味 において も、貴重 な資料 を後世 に守 り伝 えて

い くことは我々の責務であ ります。

本書 は、平成 14年 度 に実施 した埋蔵文化財発掘調査 の概

要報告書です。本書が地域 の歴史研究 に活用 され、埋蔵文

化財 に対する理解 を深めていただければ幸いです。

最後 に、本書の作成 にあたって御指導・御協力 をいただ

いた関係者の皆様 に厚 くお礼 申し上げます。

平成 18年 3月

奈良市教育委員会

教育長 中尾 勝二



例   言

1。 本書は、平成14年度に奈良市教育委員会が実施 した埋蔵文化財発掘調査の概要をまとめたものである。

2.平成14年度～平成17年 度の調査体制については下記のとお りである。なお、各調査の現場担当者は発掘調査一覧

表に示 した。

平成 14～ 15年度

社会教育都 文化財課  課 長  前原武嗣  主 幹 森川倫秀

埋蔵文化財調査センター 所 長  高谷明男

庶務係  係 長  杉村武史  事務吏員 山形和広

調査第一係 係 長  西崎卓哉  主 任 立石堅志

技術支員  鐘方正樹 安井宣也 松浦五輪美 宮崎正拾 久保清子 大窪淳司

池田富貴子

中島和彦 池田裕英 久保邦江 (～ 14年度 :調査第一係、15年度 :調査第二係)

調査第二係 係 長  篠原豊―  主 任 三好美穂

技術支員 森下浩行 武田和哉

秋 山成 人  原 田憲 二郎  山前智敬 (～ 14年度 :調査第二係、15年度 :調査第一係)

平成 16～ 17年度

社会教育部 文化財課  課 長  福井 進  主 幹 谷村 勝

埋蔵文化財調査センター 所 長  高谷明男 (～ 16年度)、 川本恭久 (平成17年度～)

庶務係 係 長  北尾秀一  事務吏員 山形和広

調査第一係 係 長  立石堅志

技術支員  鐘方正樹 秋山成人 安井宣也 松浦五輪美 宮崎正裕 久保清子

山前智敬 大窪淳司

調査第二係 係 長  三好美穂

技術支員  森下浩行 武田和哉 中島和彦 久保邦江 池田裕英 原田香繊

再任用職員 森川倫秀

3.発掘調査と本書の作成については、余良文化財研究所、奈良県教育委員会、奈良市文化財保護審議会等関係諸機

関からご指導とご教示を賜った。また、土地所有者等からの多大な協力をいただいた。記して感謝いたします。

4。 各発掘調査の次数は、奈良市教育委員会が実施した調査に付した遺跡ごとの通算次数である。

遺跡の略号は以下のとおりである。

H」 ―平城京跡 DA一 大安寺旧境内 TI一平城京東市跡推定地 GG― 元興寺旧境内 NR―奈良町遺跡 MM―水間遺跡

5。 本書で使用した遺構等の香号は、一部を除いて調査ごとに付 した仮番号である。遺構の番号の前には、 SA
(塀・柱列)、 SB(掘 立柱建物)、 SD(素掘り溝)、 SE(井戸)、 SF(道路)、 SK(土坑)、 SX(その他)

の記号を付した。また、遺構の大きさの表記は、すべて遺構検出面での計測値である。

6。 本書で使用した奈良時代の遺物名称・形式・型式は、一部を除いて、以下の刊行物に準拠した。

軒瓦 :『平城京藤原京出土軒瓦型式一覧』奈良市教育委員会、1966

鬼瓦 :毛利光俊彦「日本古代の鬼面文鬼瓦-8世紀を中心として一」『研究論集Ⅳ』奈良国立文化財研究所、1980

土器 :『平城宮発掘調査報告書�』余良国立文化財研究所、1982

7.引用文献のうち、奈良市教育委員会、奈良県教育委員会、奈良 (国立)文化財研究所発行の概報 。年報について

は、調査機関名 (それぞれ市、県、国と表示)、 調査記号と報告年度のみを本文中に記した。

8.発掘調査位置図については、奈良市発行の 1/2,500大和都市計画図を、調査地位置図については、国土地理院発

行の 1/25,000地形図を使用した。

9.本文中、図中に示した位置の表示は、法改正 (2002年 4月 )前の平面直角座標系Ⅵによる。

10。 古墳時代以前の遺跡については、仮に大字名を付して遺跡名としたものもある。

11.本書の作成は、埋蔵文化財調査センター職員と文化財課記念物係職員が分担して行い、文末に文責を示した。

12.本書の編集は、三好美穂、立石堅志が担当した。
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平成14年 度 発掘調査一覧表

番号 調査次数 遺 跡 名 調 査  地 調査期 間
査

積
調

面 担 当者 届出者/事業内容
業
分

事
区

届出
番号

1 H」 476 平城京左京四条五坊十一坪 杉 ヶ町 47-2 tr 14 59-524 765面 三好 有限会社真輝商事/共同住宅新築 原因者
■ 13:

3295

2 H」 4771 平城京左京四条五坊六坪 三条本町 273-7他 阻14513～ 619 353∬ 原日憲
奈良市長/」 R奈良駅周辺地区
土地区画整理貸付金事業

公共
S63:
3055

3 H」 4Rエ 平城京左京四条五坊七坪 三条本町 323-1他 H14619～ 79 67∬ 原田憲
奈良市長/」 R奈良駅周辺地区

土地区画整理貸付金事業
公共

Ｓ

３０

4 H」 4773 平城京左京四条五坊六坪 三条本町 326-1、 323-31d ■14617～ 109 1880� 安井 池田裕
奈良市長/」 R奈良駅周辺地区

土地区画整理貸付金事業
公共

∝

５５

Ｓ

３０

5 H」 守76 平城京左京四条五坊六坪 三条本町 323-1、 322-1■ H14917～ 1225 1,ηЭO � 安井 池田裕
奈良市長/JR奈 良駅周辺地区

土地区画整理貸付金事業
公共

６３

５５

Ｓ

３０

6 H J 4777 平城京左京四条五坊八坪 三条本町 2-1-1他 E14729-820 I∞ lli 原 田語
奈良市長/JR奈 良駅周辺地区

土地区画整理貸付金事業
公共

６３

５５

Ｓ

３０

7 E」 477お 平城京左京四条四坊十六坪 三条宮前町 11-1他 H1517～ 26 1招Э� 池田裕
奈良市長/JR奈 良駅周辺地区

土地区画整理貸付金事業
公共 Ｓ６３

甑
8 H」 478 平城京左京五条五坊十一坪 ζ木辻町81-4 H14530^-813 650∬ 山苛 中村産業株式会社/倉庫建設 原因者

H14
3314

9 H」 479 平城京東口坊大路 大宮町二町 目81-1他 H1463～ 719 394∬ 久保清
奈良市長/芝辻大森線街路整備

事業
公共

Ｅ

拗

10 H J 48111 平城京右京二条三坊十二坪 g原町247-1 H1463～ 81 650∬
崎宮

川

浦，
細

松 奈良市長/西大寺駅南地区土地

区画整理促進事業
公共

６３

５６

Ｓ

３０

11 H J 4802 平城京右京二条三坊一坪 '一条南大路 I大寺南町2390-8他 H141220～ 1225 45∬ 宮崎 池田富
奈良市長/西大寺駅南地区

土地区画整理促進事業
公 共

Ｓ

３０

12 H J 481 平城京左京五条四坊十一坪 大安寺六丁 目2-H H14710～ 724 103だ 武 田 個人/共同住宅建設 原因者
Ｈ

３０

13 H J 482
平城京左京四条六坊十五坪、奈良町遺

跡
患井町 25 H1489～ 927 2銘 笛 中 島

奈良市長/椿井小学校校舎建設

事業
公 共

H14
3088

H J 483 平城京右京四条四坊一坪 三来四丁 目 15-18 H14924～ 108 136∬ 武 田 個人/共同住宅建設 原因老
Ｈ

３０

15 H」 484 平城京左京人条二坊五坪 杏町 62他 H141021～ 1125 318 nI 武 田 個人/共同住宅建設 原因者
Ｈ

３‐

H」 485 平城京右京一条二坊 一条南大路 西大寺国見町 1丁 目2162-3 H141111～ 1210 245言 山前
新星和不動産株式会社/
マ ンション建設

原因者
Ｈ

３．

17 H」 486
平城京左京五条四坊十六坪 東四坊大

路
大森町 122-1他 Hl■ 1120～ H15

314
1,120∬

立石 原田憲

池田裕

奈良市長/」 R奈良駅南特定
土地区画整理通常事業

公共 ‐２
出

Ｈ

３

H J 487 平城京左京二条大路、奈良町遺跡 芝辻町 75-3他 H141128～ 129 50∬ 久保清
奈良市長/=条 線地方特定道路

整備事業
公共

H14
3155

H J 488 平城京右京四条 西二坊大路 五条一丁 目516 H14122～ 129 37∬ 中島
奈良市長/市道中部第 513号線

道路改良工事
公共

H14
3199

H J 489
平城京右京六条

=坊
六坪 六条野々官

古墳
六条一丁目491-1他 H14129～ H15

111
180∬ 三好 個人/個人住宅新築 緊急

Ｈ

３０

21 T130 平城京東市跡推定地 東九条町 443-1他 H14115～ 111 142笛 中 島 個人/共同住宅新築 原因者
H12
3223

22 T131 平城京東市跡推定地 東九条町 433-4他 H15110～ 31 340∬ 中島・久保清
奈良市長/西九条佐保線地方特定

道路整備事業
公 共

H14
3036

T132 平城京東市跡推定地 香町 590 H15114～ 224 300∬
=好

終良市長/重要遺跡範囲確認調査 緊急

24 D A 96 史跡大安寺旧境内 大安寺五丁 目 991、 992 H14415～ 419 14∬ 山前 日入/個人住宅改築 緊急
H13:
1056

D A 97 史跡大安寺旧境内 大安寺四丁目1036-1 H14618～ 627 40 nl 武 田 天理教大和光分教会/庫裡増築 緊急
H14
llXll

D A 98 史跡大安寺旧境内 大安寺二丁 目 1317 H141022～ 1029 91n 山前 日人/個 人住宅改築 緊急
H14
1026

D A 99 史跡大安寺旧境内 大安寺五丁 目967-15 H14123～ 126 7� 三 好 日人/個人住宅改築 緊急
H14
1034

D A 100 史跡大安寺旧境内 (西塔 ) 東九条町 1320-2他 H141118～ H153【 2Ю IxI 松 浦
奈良市長/史跡大安寺旧境内

保存整備
公共

H14
1037

G G 56 元興寺旧境内、奈良町遺跡 今御門町 ll1 2他 H14522～ 531 77 1xI 武 田
ロイヤルエ ース株式会社/
共同住宅建設

原因者
H13:
3244

G G 57 脇戸古墳、元興寺旧境内、奈良町遺跡 脇戸町 7-2 H14627～ 78 9言 三好 日入/個人住宅新築 緊急
H14
3009

G C 58 元輿寺旧境内 中院町 9-1 H1517～ 114 22笛 山前 個人/個 人住宅新築 緊急
H14
3227

S D 14-1 西大寺旧境内 西大寺南町 2413 H1492～ 123 1,000�
松浦 宮崎

池田富

奈良市長/西大寺駅南地区土地

区画整理促進事業 2
公共

６３

５６

Ｓ

帥

S D 14-2 西大寺旧境内 西大寺南町 2364他 H14129～ 1226 87 ni 宮崎 ,池田富
奈良市長/西大寺駅南地区土地

区画整理促進事業 3
公共

６３

５６

Ｓ

３０

MM 005 水間遺跡 水間町 528他 H14513～ 612 600� 鐘方・大雀 奈良県知事/県営ほ場整理事業 原因者
H13:
3153

MM 006 水間遺跡 水間町 528他 H14626～ 1011 2,400� 鐘方 ,大 窪 奈良県知事/県営ほ場整理事業 原因者
H13:
3153

S Q 001 柚ノ川キ トラ遺跡 柚ノ川町 635他 H141017～ 1120 150� 鐘 方 大 窪 余良県知事/県営ほ場整理事業 原因者
H13:
3153

別所町遺跡散布地 別所町 441他
■14122～ H15ユ

400∬ 鐘方 。大窪 奈良県知事/県営ほ場整理事業 原因者
圧 13:

3153



1.三 条 遺 跡 ・ 平 城 京 左 京 四 条 四 ・ 五 坊 の 調 査 」R奈良駅周辺土地区画整理事業に係る発掘調査

この調査は、奈良市が」R奈良駅周辺で進めている±   6個 所、駅の西側において 2箇所、合計 4,410∬ の調査

地区画整理事業に係 り実施 したものである。       を実施 した。その結果、初年度か らの総調査面積 は

市教育委員会では、事業地内の発掘調査を昭和63年度

から継続的に実施 してお り、これまでに駅西側は、調査

をほぼ終了している。駅東側 も今後数年で調査を完了す

る予定である。

平成14年度は、

50,443だ となった。

調査地は、平城京の条坊復原では、左京四条四坊十六

坪及び四条五坊六・七・八坪にあたる。ここでは、坪ご

とにまとめて報告する。なお、本文中の遺構番号は、事

効 療

貸付金事業 として、駅の東側において  業地内で坪 ごとに付 している通 し番号である。

平成14年 度 JR奈良駅周辺土地区画整理事業地内発掘調査一覧表

磁         ―

JR奈良駅周辺土地区画整理事業地内の調査 発掘区位置図 1/5,000
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遺 跡 名 調査次数 事 業 名 調 査 地 調査期間 調査面積 調査担当者

三条遺跡・平城京跡

平城京跡

平城京跡

平城京跡

平城京跡

平城京跡

平城京跡

平城京跡

(左京四条五坊六坪)

(左京四条五坊七坪)

(左京四条五坊六坪)

(左京四条五坊六坪)

(左京四条五坊六坪)

(左京四条五坊六坪)

(左京四条五坊入坪)

(左京四条四坊十六坪)

HJ477-1

HJ477-2

HJ477-3

HJ477-4

HJ477-5

HJ477-6

HJ477-7

HJ477-8

貸付金事業

貸付金事業

貸付金事業

貸付金事業

貸付金事業

貸付金事業

貸付金事業

貸付金事業

三条本町273-7他

三条本町323-1他

三条本町326-1他

三条本町323-3他

三条本町323-1他

三条本町322-1他

三条本町2-1-1他

三条宮前町 11-1他

H14 513～ 619

H14 619^-7 9

H14 8 2～ 10 9

H14 617-8 1

H14上 l13～ 1225

H14 917^-1上 ll

(試掘 :H14717)

H14 729～ 820

H15 1 7-2 6

353∬

67∬

980∬

900∬

650�

l,050 ni

80笛

160∬

170∬

原田憲

原田態

安井・池田裕

安井・池田裕

安井・池田裕

安井・池田裕

原田態

池田裕

大嗣 厠



(1) 三条遺跡 。平城京左京四条五坊六坪の調査 第477-1・ 477-3～ 6次

|-14,300

字上横枕

(七坪 )

調査地周辺の明治時代初期の水田地割 (地籍図による)1/2,000

1 はじめに

調査地は、笠置山地西麓に形成された能登川扇状地の

扇端部に位置する。平城京の条坊復原では左京四条五坊

六坪の西半部で、北端は四条条間路にあたる。

現状は、第477-1次調査地が宅地、第477-3～ -6

次調査地がバス操車場及び駐車場で、旧状は上図に示す

ような地割の水田である。

六坪内では、今回の調査地の西隣接地において過去に

5回 の調査が行われている。市第268-1次調査 (平成

5年度)。 第311次調査 (平成 6年度)では、古墳時代

の溝、埋土中に奈良時代から中世の遺物を含む南北に長

い池状遺構 と中 。近世の耕作溝・土坑を確認 した。池状

遺構は三・六坪坪境小路の東側溝が想定される位置に掘

削されている。市第353-3次調査 (平成 8年度)では、

古墳～奈良時代の遺物を含む流路 と時期不明の南北溝を

確認 した。また、市第452-2次調査 (平成12年度)で

は、前述の市第268-1・ 311次調査で確認 した池状遺構

と一連のものとみられる南北溝 と、埋土中に奈良・平安

時代の遺物を含む河川を確認している。

今回の調査は、六坪内の様相の確認を主な目的として

実施 した。また、その前後の時代における土地利用の様

相の確認にも留意した。

I 調査の概要

A.層序

六坪の北西辺にあたる第477-1次発掘区と西半東寄

りにあたる第477-3～ -6次発掘区では様相が異なる。

第477-1次発掘区 基本的に厚 さ0.2mの盛土以下、

水田耕土の灰褐色土層 (厚 さ0.lm)、 水田床上の茶灰色

砂質土層 (厚 さ0.lm)、 弥生時代後期の土器を含む湿地

の堆積層である暗褐色土層 (厚 さ0.2m)と 続 き、現地

表下約0.6mで 扇状地堆積層である明黄灰色土あるいは

黄褐色砂質上の地山となる。地山上面は弥生時代後期の

遺構の存する面である。その標高は概ね65.0～ 65.5mで、

東から西に向かって緩やかに下る。

なお発掘区南西隅では、暗褐色上の上に湿地の堆積層

である灰色粘砂層がみられる。この層からは奈良時代の

土師器甕が出上した。

第477-3～ 6次発掘区 基本的に厚さ約 lmの盛土

以下、水田耕上の黒灰色砂質シル ト層 (厚 さ0.2m)、 水

田床上の灰色砂質シル ト層 (厚 さ0.lm)があ り、現地

表下約 1.3mで 灰色砂混 シル トを主 とした地山となる。

地山上面が弥生時代から近世にかけての遺構の存する面

である。その標高は概ね65,2～65.7mで、北から南に

向かって緩やかに下る。

なお、第477-3次発掘区南辺では水田床土の灰色砂

―ぴ 摯∈

第477-1次調査 発掘区北壁 (東半)土層 (南から) 第477-6次調査 発掘区東壁 (南半)土層 (西から)
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質シル ト層が 3～ 5層あり、東寄 りではさらにその下に

旧河川の氾濫で堆積 した砂礫層を挟んで地山に至る。こ

の砂礫層には江戸時代の遺物を含む。

B.検出遺構

各発掘区とも地山上面で遺構検出を行い、弥生時代以

前及び奈良・平安時代の旧1可川と、弥生時代 と江戸時代

の遺構を確認 した。概要は以下の通 りである。

(1)弥生時代以前

河サ1106 第477-4・ 5次発掘区で確認 した東から西

に流れる旧河川で、幅約 6m、 深さ0.6～ 1.4m。 埋土は

上位が灰色のシル トや砂で、下位が砂礫である。

上位の埋上の上面では幅約 3m、 深さ約0.4mの蛇行

する小流路を確認 した。埋土は東寄 りが砂で西に向かっ

てシル トに変化する。埋土から縄文時代晩期 と弥生時代

後期の土器片が出上した。

S D07～ 10 いずれも第477-1次発掘区で確認 した

溝である。 S D07は幅0。7～ 1.2m、 深さ0.4mの 溝で、発

掘区外北へ続 く。埋土は上から淡灰褐色土、淡灰色砂質

土。 S D081よ 幅0.7～ 1.5m、 深さ0.3mの 溝で、発掘区外

南へ続 く。埋土は上から暗褐色土、暗灰褐色土。 S D09

は S D08の西側で検出した幅0.8m、 深さ0.05mの溝で、

埋土は灰褐色土。 S D10は S D08の 東側で検出した幅

04m、 深さ0.lmの溝で、埋土は暗褐色土。各滞の埋土

から弥生時代後期の土器片が出土 した。

S Kll 第477-1次発掘区で検出した長径 2.lm、

短径0.6mの平面精円形の土坑で、深さは0.3m。 埋土は

黄灰色土で、弥生時代後期の土器片が出土した。

S X12 第477-1次発掘区で検出した土器埋納遺構

である。掘形は径0.5mの平面円形。上部は削平されて

いるが、本来の深さは土器の出土状態か ら0.3m程 度と

-146.8211  s

0                 2m

第477-1次調査 発掘区北壁断面図

推察する。坑内には顕部以上を打ち欠いた短頸壷を据え、

高杯の杯部を利用 した蓋をする。ともに弥生時代後期の

土器である。短頸重内部に遺物はなかった。土器棺墓の

可能性を考える。

(2)奈良・平安時代

河川05 第477-3次発掘区で確認 した幅約13m、 深

さ約1.8mの 旧河川で、南東から北西へ流れる。埋土は、

底面から1.5m上 までが水成の堆積層で、その上が鎌倉

時代以降の埋め立て上である灰色砂質シル ト層 (図 中14

層)と なる。水成の堆積層は、シル トや砂を主とする上

層 (図 中15～ 21層)と 礫を主とする下層 (図 中22～24層 )

に大別できる。上層では奈良・平安時代の土器・土製品、

瓦片が、下層では奈良時代の土器片がそれぞれ出土 した。

西に隣接する市第452-2次調査地 (平成12年度)で確

認 した河川05と は、埋土や出土遺物が同様であることか

ら一連のものと判断する。

(3)江戸時代

S D13～ 15 Vヽずれも幅0.5m、 深さ0.lmの 溝で、位

置は前掲の図で示 した明治時代初期の畦畔と一致する。

埋土は灰色砂質シル ト。 S D13は 第477-3次発掘区で

検出した東西方向の溝で、方向は方眼方位西に対 しやや

北に振れる。溝底中央に杭列が 1条打たれている。 SD
14は 第477-6次発掘区で東西方向の溝で、方向はSD
13と 同様に方眼方位西に対 しやや北に振れる。 S D15は

第477-5。 6次発掘区で検出した南北方向の溝で、方

眼方位北に対 しやや東に振れる。 S D13。 14の埋土から

17世紀以降の土器片が出土した。

S K16～25 Vヽずれも長辺1.5～ 2m、 短辺 1～ 1.5m

の平面長方形の上坑で、深 さ約0.5m。 埋土は灰色砂質

シル ト。 S K21の埋土から18世紀の土器片が出土した。

造成盛土

灰 IEJ色 上 (水 田耕土 )

灰色砂質土 (耕作満埋土 )

茶灰色砂質土

黄色粘土

淡褐色土

暗褐色土

淡灰褐色土

淡灰色砂質土

(8 9:SD07埋 土 )

地山十掲色土

H 灰色粘土

12 褐色土

13 明黄灰色土 (地 山)

14 黒灰色砂質シル ト (水 田耕土 )

15 灰色砂質シル ト (水■耕土 )

16 暗灰色砂質シル ト (水 田耕土 )

17 暗灰色砂質シル ト

18灰色砂混 シル ト

19灰色砂礫

(18 19:地 山)

1/50(上 ) 第477-6次調査 発掘区東壁断面図 1/50(下 )
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第477-1・ -3～ -6次調査 遺構平面図 1/500
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|-16.2955

Ｙ
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0                    30cm

第477-1次調査 土器埋納遺構SX12 平面・立面図 1/10

第477-1次調査 河川05(南東から)

LH:
650m

LH:
650m

3m

灰色粗粒砂

灰色 シル ト質中粒砂

灰色 シル ト 中粒砂互層

灰色砂混シル ト

灰色砂混 シル ト

灰色細礫混中粒砂

灰色 シル ト質中粒砂

灰色中粒砂質シル ト

灰色粗粒砂混細礫

青灰色砂質ンル ト

灰色シル ト質中粒砂

灰色細 小礫混粗粒砂

(10～12:地山)

灰色砂質 シル ト (土坑埋土 )

灰色砂質ンル ト (埋め立て土 )

灰色細 小礫混粘土

９

１０

■

１２

　

‐３

‐４

Ъ

16 灰色細 中粒砂 +シ ル トラミナ
17 灰色砂質シル ト

18 灰色極粗粒砂 細礫
19 灰色粗 極粗粒砂 ―細 小礫互層

(斜校層理をなす )

20 灰色極粗粒砂混細礫 +シ ル トプロック

21 灰色粗 極粗粒砂 ―細 小礫互層
+ン ル トブロック (斜交層理をなす )

22 灰色極粗粒砂 細礫 +シ ル トブロック

23 灰色粗 極組池砂混細 小礫
24 灰色 (上)粗粒砂～ (下 )旭 礫ヽ

(15～ 24!河川05埋土 )

25 灰色砂質シル ト
26 灰色 (上)粗粒砂～ (下)細礫
27 灰色粗粒砂～小礫

(25～ 27:地 山)

第477-3次調査 河川05断面上層図 1/100(下 )
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第477-1次調査 発掘区全景 (北西から)

第477-1次調査 土器埋納遺構SX12(北から)

灰色砂質土

灰褐色砂質土

褐色土

第477-1次調査 河川05断面 (西から)

第477-5次調査 河川06断面土層図 (上 )



第477-6次調査 発掘区全景 (北西から)
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第477-5次調査 発掘区全景 (北から)

第477-4次「lltl査  発加区仝景 (南束から)

第477-3～ 6次調査 発掘区全景 (上が北)

第477-3次調査 発掘区全景 (束から)
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耕作溝 前述の溝 S D13の南側で顕著にみられ、溝の

方向が方眼方位西のものと、それよりやや北に振れるも

のとがあ り、後者は前で示 した明治時代初期の地割 と整

合する。いずれも埋土は灰色砂質シル トで、埋土中から

主に17世紀以降の土器片が出土した。

粘土採掘坑群 第477-3次発掘区の西辺 。南西辺と、

第477-6次発掘区の溝 S D14の北側でみられる。いず

れも埋土は灰色砂質シル トで、粘土ブロックを含む。

第477-3次発掘区の西辺では径1.5m程度の平面円形

のものが多 く、同南西辺では一辺1.5～ 2mの平面隅九

方形のものが多い。 ともに深さは0.5m程 度。埋土から

16～ 17世紀の土器片が出土した。

第477-6次発掘区の溝 S D14の北側では、一辺1.5～

2mの平面隅九方形のものと長辺約 6m、 短辺約 3mの

平面長方形のものがある。 ともに深 さは0.5m程度。埋

土から12～ 14世紀 と17～ 18世紀の上器片が出土した。

Ⅲ 出土遺物

出土遺物は、 5箇所の発掘区で合わせて遺物整理箱50

箱分ある。大半が土器・土製品で、他に瓦類、木製品、

石器 (剥片を含む)等がある。以下主なものを記す。

A.土器・上製品

縄文時代から江戸時代にかけてのものがある。

縄文時代 弥生時代以前の河川06か ら出土 した晩期中

葉の滋賀里Ⅳ式の特徴をもつ深鉢片 1点 (1)がある。

弥生時代 後期後半の大和第Ⅵ様式の特徴 をもつ重

(2・ 14)及び壺蓋 (13)、 奏 (3～ 6)、 鉢 (7・ 8)、

器台 (9)、 高杯 (10・ H)、 手焙形土器 (12)がある。

2～ 5'7～ 10・ 12は溝 S D07、 6は溝 S D08、 11は溝

S D09、 13・ 14は土器埋納遺構 S X12か ら出土 した。

壺のうち、 2は広口壺の回縁部で、回縁端部に凹線と

円形浮文が施されている。14は本来短頸壺で、日頸部を

打ち欠いている。14と セットとなる13は本来高杯の杯部

で、重蓋に利用されたものである。発には、体部にタタ

キロが残る在地のもの (3・ 4)の他に、近江系のもの

(5。 6)がある。鉢には、底部に穿孔が施されたもの

(7)と そうでないもの (8)がある。手焙形土器 (12)

の体部の突帯には刻み目が施されている。

奈良 。平安時代 第477-1次発掘区南西隅の灰色粘

砂層から出土した奈良時代の上師器奏 (15)と 、河川05

から出土した奈良 。平安時代の土器・土製品がある。

第477-1次発掘区の灰色粘砂層から出土した奈良時

代の土師器奏 (15)は、体部に一対の把手が付く。

0                                    20(

氾
万

1・ -3～ -6次調査 出土土器 1れ
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弥生時代後期・古墳時代

調査地の景観変遷概念図① 1/2,000

河ナI105か ら出土した土器・土製品には、日常雑器であ  と弥生時代後期から江戸時代にかけての遺構 とが重複 し

る土師器や須恵器の杯・皿・重・奏等 と、祭祀に関連す  て遺存 していた。

る土馬・ミニチュア炊飯具 。人面墨書土器がある。 以上のことから、調査地内の旧地形は弥生時代後期に

鎌倉時代以後 粘土採掘坑から出土した12～ 14世紀の  は広 く安定した微高地となってお り、その後奈良時代か

土師器皿、瓦器椀等、耕作溝や粘土採掘坑から出土 した  ら江戸時代にかけて開発が繰 り返された結果、平坦な地

16～ 18世紀の上師器皿・羽釜、瓦質土器鉢、陶器 (信楽  形が成立 したという推移が把握できた。

瓦類 奈良 。平安時代の河川05か ら出土 した奈良時代   なっていることがわかった。

の軒丸瓦 2点 (6282型式Ba種、6279型 式A種 )、 江戸時   弥生時代以前の旧河川の河川06は、調査地の中央部を

代の土坑、耕作溝、粘土採掘坑から出土 した平安時代以  東西に流れていた。その西廷長上にあたる第477-1次

降の軒丸瓦 (巴紋)、 九瓦、平瓦、土管がある。 発掘区では、弥生時代後期の遺物を含む暗褐色土と、奈

木製品 奈良・平安時代の河川05か ら出上 した曲物底   良時代の遺物を含む灰色粘砂 との 2層の湿地の堆積層が

板や、第477-6次発掘区の江戸時代の粘土採掘坑群か  みられたことから、この旧1可川は弥生時代後期には埋没

橋鉢、唐津椀 )、 磁器 (伊万里椀)等がある。いずれも

細片で磨耗 している。

B.瓦類・木製品

ら出土した漆椀等がある。

V まとめ

られた成果の概要は、以下の通 りである。

1 過去の地形と河川について

旧河川 弥生時代以前の旧河川である河川06と 、奈

良・平安時代の旧河川である河川05を確認 し、調査地付

近における平安時代以前の旧河川の様相が現在 と全 く異

が進んで水が流れにくくなり、以後奈良時代まで周辺が

湿地になっていたことがうかがえた。

降の埋め立て土、奈良・平安時代の遣物を含む砂やシル

ト、奈良時代の遺物を含む砂礫 となっていたことから、

事業地内における左京四条五坊六坪にあたる地域の発   奈良 。平安時代の旧河川の河川05は、調査地の南半部

掘調査は、今回でほぼ完了した。今までの発掘調査で得  を南東から北西に流れていた。埋土が上から鎌倉時代以

旧地形 調査地内の層序は、基本的には水田耕土・床   この旧河川は奈良時代に形成され、平安時代には埋没が

土の下で扇状地堆積層の地山となっていた。地山上面は  進み、残った凹地が鎌倉時代以降に埋め立てられたこと

かなり平坦で、弥生時代以前、奈良 。平安時代の旧河川  がうかがえた。

-8-



2 過去の土地琴U用 について

地山上面で弥生時代後期、余良時代、鎌倉 。室町時代、

江戸時代の遺構を確認した。これらの遺構から把握でき

た過去の土地利用の様相は、以下の通 りである。

弥生時代後期 調査地北西部の第477-1次発掘区で

は、集落でよくみられる溝 。土坑 と土器棺墓の可能性が

ある土器埋納遺構を確認 した。また、遺構の埋土や湿地

の地積層である暗褐色土層から奏・壺・高杯等の日用的

な土器が出土 した。以上のことから、調査地北西部付近

が当時の集落の一画であったことがうかがえた。

奈良・平安時代 奈良時代の遺構は、三・六坪坪境小

路の東側溝の推定位置で確認した溝 S D02だけで、六坪

の宅地に関連する建物・井戸・土坑といつた遺構や、六

坪の北を画する四条条間路の遺構はみられなかった。

溝 S D021よ 、第311次発掘区で坦土から奈良時代前期

の土器が出土したことから、平城京造営当初から存在し

た可能性がある。幅が10m以上で坪境小路の側溝として

は広いので、性格については今後検討の余地がある。

宅地に関連する遺構がみられないのは、宅地として利

用されずに空閑地であったことを示すと考える。

平安時代の遺構はみられなかった。おそらく奈良時代

と同様に空閑地であったためと推測する。

鎌倉・室町時代 調査地南西部の第311次発掘区で確

認した粘土採掘坑群しかなく、土地利用の詳細を把握す

調査地の景観変遷概念図② 1/2,000

ることはできなかった。ただし、市第452-2次調査に

おいて、前述の溝 S D02内 の上位で確認した瓦器片を含

む埋土について土壌分析を行った結果、イネのプラント

オパールを検出したことから、鎌倉時代頃に付近で水田

が営まれた可能性はあると考える。

江戸時代 水田畦畔に沿う溝、耕作溝、土坑といった

耕地に関連する遺構と、粘土採掘坑群を確認した。前者

は調査地内で広範にみられることから、広く耕地として

利用されたことが把握できた。

調査地南寄りで確認した東西方向の耕作溝には、溝の

方向が方眼方位西のものと、それよりやや北に振れるも

のとがあり、後者は前で示した明治時代初期の東西方向

の水田畦畔と方向が整合した。このことは、江戸時代の

間に地割が一度変更されており、変更後の地割が明治時

代初期まで存続したことを示すと考える。

3 今後の課題

調査成果から把握できる弥生時代後期から江戸時代に

かけての景観の変遷は、上図に示す通りである。

鎌倉 。室町時代の旧河川や土地利用の様相はよくわか

らなかったが、奈良・平安時代の旧河川である河川06が

鎌倉時代以降に埋め立てられるのは

'可

川の付け替えを伴

う大規模な開発があったことを反映する可能性があり、

今後周辺で実施する発掘調査では、この時代の旧1可川や

遺構の確認にも留意する必要がある。  (安 井宣也)
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(2) 平城京左京四条五坊七坪の調査 第477-2次
I `よ じめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京四条五坊七坪の

北東辺にあたる。現状は宅地である。付近が市街地化 し

たのは戦前で、かつては水田であった。また、明治時代

中頃の 2万分の 1地形図から、調査地のす ぐ西側が当時

池であったことがわかっている。

七坪内では過去に 6度の調査を実施してお り (市第71

次 :昭和58年度、市第377-5次 :平成 9年度、市第

452-1次 :平成12年度、市第462-1～ -3次 :平成13

年度)、 弥生時代後期から江戸時代にかけての遺構を確

認 した。また、明治時代中頃の 2万分の 1地形図に示さ

れた池は、今回の調査地のす ぐ西側で実施 した市第71・

462-2次調査で確認 した。

今回の調査地は、市第462-1次調査の北発掘区のす

ぐ北側で、明治時代中頃の池を確認した市第71次調査地

は現状の道路を挟んです ぐ西側に位置する。今回の調査

は、七坪北辺部の様相 と明治時代中頃の池の東限を確認

することを目的として実施した。

Ⅱ 調査の概要

層序 基本的には、造成上 (厚 さ0.8～09m)の 下に、

水田耕土の灰褐色砂質土 (厚 さ0.2m)、 黄灰色粘土 (厚

さ0,3m)、 弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土

器を含む暗灰色砂質土 (厚 さ0.2m)があ り、部分的に

灰色砂を挟んで、明橙灰色砂質土又は灰色粗砂の地山と

なる。責灰色粘土上面は江戸時代の遺構面で、その標高

は66.Omで ある。地山上面の標高は65,6mで ある。

検出遺構 遺構検出は、黄灰色粘土、暗灰色砂質土及

び地山の各上面で行った。後 2者においては遺構はみら

れなかったが、黄灰色粘土上面では江戸時代の溝 1条、

土坑 1基 と耕作溝を確認 した。

S D27 発掘区西寄 りで確認 した幅0.4～ 0.6mの 南北

溝。西肩からの深さは0.ユ mで、東肩は西肩に比べ0.2m

高い。溝の方向は方眼方位北に対 しやや東に振れる。土

層断面で東肩に沿う畦畔が確認できることから、水田の

東辺を画する区画溝 と考える。

なお、溝 と重複する 3間 (3.6m)以上の南北方向の

掘立柱塀を確認した。柱穴全ての底に扁平な石が礎板 と

して据えられてお り、埋土から煉瓦が出土 した。溝の位

置を踏襲して設けられた宅地の区画塀 と考える。

S K28 発掘区北西辺で検出した長辺2.8m、 短辺 1.3

mの平面長方形の土坑で、深さは0.2m。 埋土は暗茶褐

色粘質土で、埋土から江戸時代の土器、瓦類や漆器の破

片が出土 した。

出土遺物 土器、瓦類、木製品が遺物整理箱 3箱分出

土 した。土器には、暗灰色砂質土から出土 した弥生時代

後期から古墳時代前期にかけての土器と、土坑 S K28か

ら出土 した16世紀後半以降の瓦質土器、17世紀以降の陶

磁器 (肥前系など)がある。瓦類には、土坑 S K28か ら

出土した巴紋軒丸瓦片がある。木製品には土坑 S K28か

ら出土した漆器片がある。

Ⅲ まとめ

奈良時代の遺構はなかった。南に隣接する市第462-

1次調査地で確認 した同時代の遺構が掘立柱塀 1条

(SA12)と 希薄なことをふまえれば、七坪北辺部は空閑

地に近い状態であった可能性が高い。

明治時代中頃の池の東限については、発掘区内で江戸

時代の遺構が残っていたことから、調査地西側を通る現

状の道路付近であると判断する。 (安井宣也)

第477-2次調査 発掘区全景 (責灰色粘土上面、西から)
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第477-2次調査 遺構平面図 南壁土層図 1/80(下 )



(3)平城京左京四条五坊八坪の調査

|-16,320

0                                     10m

第477-7次調査 遺構平面図 1/200

第477-7次

I `よ じめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京四条五坊八坪の

北西辺で、一坪 との坪境小路である東五坊坊間西小路の

す ぐ東側にあたる。

三条大路を挟んです ぐ北側の左京三条五坊五坪内で平

成11年度に実施 した市第429-4次調査では、発掘区の

西辺で東五坊坊間西小路の東に沿う南北方向の堤防遺構

(S X01)と 、その東側で旧河川の氾濫により形成され

た砂・シル ト層を確認 した。堤防遺構SX01は、高低差

が0.7mあ る東落ちの段差の上端に沿って0.3～07mの盛

土で構築されている。築造時期は不明であるが、砂・シ

ル ト層から奈良時代の上器片と壽木・山物等の木製品が

出土 したことから、奈良時代の可能性を考える。

今回の調査地は、市第429-4次調査地の南延長上に

あたる。調査に先立ち、遺構の様相を把握する試掘調査

を実施 したところ、前述の市第429-4次調査地と似た

砂・シル ト層を確認し、同様の遺構の存在が予想された

ので、発掘調査を実施することとなった。

Ⅱ 調査の概要

層序 基本的には、造成土 (厚 さ1.5m)下 に水田耕

土の黒灰色土 (厚 さ0.2m)があ り、西辺約 2mの範囲

ではこの下で灰色砂礫 または青灰色細砂土の地山とな

る、地山上面の標高は概ね65.2mで ある。

その東側約 5～ 8mの範囲では、地山上面は南北方向

の東落ちの段差を挟んで0.5m低 くなる。その位置は、前

述の市第429-4次調査地で確認 した段差の南延長上に

あたる。その東側では、灰掲色や青灰色の砂や粘砂から

なる水成の堆積層で埋 まってお り、市第429-4次調査

地と似た状態 となっている。この層から時期不明の下駄、

薄板や加工木片が出土 した。

検出遺構 発掘区西辺では地山上面、その東側では水

LM:653m

灰褐色粘砂 白色細砂    4 灰褐色粘砂     7 灰色砂礫
灰褐色粘砂 暗茶灰色粘砂  5 青灰色細砂     8 青灰色細砂土
(1 2:SK02埋 土)    (3～ 5:水成の推積層)9 黄褐色粘砂

灰tBj色 粘砂        6 青灰色細砂土      (6～9:地山)

第477-7次調査 発掘区南壁土層図 1/40

第477-7次調査 発掘区全景 (南から)

丁:ド拳頑甚

第477-7次調査 発掘区南壁土層 (北から)
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成の堆積層最上層の灰白色細砂 と地山の各上面で遺構検

出を行い、土坑 2基 (S K01・ 02)を確認した。

S K01は、発掘区南西隅の地山上面で、東西1.Om分、

南北1.2m分を確認 した。深さは0,7m。 埋土は上から灰

褐色砂質土、暗青灰色粘土。埋土から江戸時代の土器片

が出土した。

S K02は 、発掘区南辺において、灰白色細砂上面で確

認 した。東西1.2m、 南北1.Omの平面隅丸方形で、深さ

は0.6m。 埋土は上から灰褐色粘砂、暗灰褐色粘砂。出

土遺物はなく、時期は不明である。

出土遺物 土器、木製品が遺物整理箱 1箱分出土 した。

土器には、土坑SK02か ら出土 した17世紀前半の土師器

皿と肥前系の陶磁器がある。木製品には、地山上面の段

差の東側を埋める水成の堆積層から出土 した時期不明の

下駄、薄板、加工木片がある。

Ⅲ まとめ

調査地周辺で東五坊坊間西小路のす ぐ東側の地域で実

施した調査には、北方では前述 した左京三条五坊五坪内

の市第429-4次調査があ り、南方では左京四条五坊六

坪内で実施 した市第311'452-2次調査、同七坪内の市

第464次調査等がある。

南方の六・七坪内で実施した各調査では、小路の東側

溝の推定位置に幅13m、 深 さ0.5m程 度の奈良時代の南

北溝を確認 している。六坪内の市第311次調査地 (平成

6年度)では、滞内に奈良時代前期の遺物を含む泥層が

堆積する。市第452-2次調査地 (平成12年度)で は、

奈良・平安時代の旧河川がこれを分断する。七坪内の市

第464次調査地 (平成13年度)では、奈良・平安時代の

旧河川がこれを分断し、奈良 。平安時代の遺物を含む泥

層が旧1可川から溝内に及んで堆積する。以上のことから、

この溝は奈良時代前期に掘削されて平安時代に埋没 した

ことがうかがえ、溝内では河川のような水の流れはなか

ったとみる。溝の中軸線は方眼方位北に対 し0° 30′ 程

度東に振れてお り、やや西に振れる平城京の条坊の造営

方位とは異なる。

今回の調査において地山上面で確認した南北方向の東

落ちの段差は、す ぐ北方の市第429-4次調査地の地山

上面で確認 した段差の南廷長上に位置 し、ともにその東

側が水成の堆積層で埋 まっていることから、両者が一連

である可能性が高い。また、南方の市第464次調査地で

確認した南北溝の西岸の北延長上にあたり、出土遺物の

時期 も考慮すれば、東落ちの段差がこの溝の北延長部分

の西岸にあたる可能性 もあり得る。

堀井 。伊達 (1972)Dは 、調査地南方の南京終町から

北之庄町にかけて東五坊坊間西小路の南延長上で凹地地

形を示す池が南北に連続することや河道の痕跡がみられ

ること等を根拠 とし、平城京の東限を画する溝渠の存在

を想定している。今回の調査地とその周辺において東五

坊坊間西小路の東側で確認 した東落ちの段差や南北溝と

想定 した滞渠とは、位置的に対応するものの、遺構の全

容が把握できていないため、両者の関連についてはなお

検討の余地がある。 (安井宣也)

1)堀 井甚一郎・伊達宗泰 平城京域内i可 川の歴史的変遷に関する研究

『平城京の復原保存計画に関する調査研究』 奈良市企画課 (1972)
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|       |

東五坊坊間西小路東側の遺構の様相 1/4,000

429-4次

′
〈左京三条五坊〉

界477-7次
(今回の調査地 )

(左京四条五坊〉
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(4)

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京四条四坊十六坪

の北端部ほぼ中央にあたる。

十六坪内では、これまでに12ケ所の発掘調査を実施し

ているが、その結果からみると、出土遺物が少なく、未

発掘部分 も多いので、宅地利用の変遷について述べるに

は困難が多い。しかし、遺構の重複関係、建物配置、坪

内道路の存在から少なくとも3時期以上の変遷が考えら

れる。奈良時代当初は坪の中心部分に掘立柱塀SA225、

SA226、 SA227を 巡らせ、方形区画を形成する一坪利用

の宅地であったようである。 しかし、その後、十六坪側

の道路側溝の心々距離の1/2ラ インを通る東西方向の坪

内道路を設けることにより、坪内を南と北とに、一坪を

1/2に分害Jし て利用するようになったことがわかってい

る。この坪内道路の側溝埋土から奈良時代末の遺物が出

土 していることから、坪内道路が機能していたのは奈良

時代末までと考えられる。これより新 しい遺構について

は平安時代のものである可能性が考えられている。

また、坪の北半では三条大路南側溝が想定される位置

で発掘区を設定 したが (市 第408-1次 調査北発掘区

(平成10年度)、 市第429-1次調査 (平成■年度))、 粘

土採掘坑と思われる土坑によって奈良時代の遺構は削平

されてお り、条坊に関する遺構は検出できなかった。

市第429-1次調査で検出した掘立柱塀や土坑が東に

続いていれば、今回の発掘区で検出されることが想定さ

れ、これらの遺構の有無の確認も今回の調査の目的であ

った。

I 層序

発掘区内の基本的な層序は、上か ら造成土 (0.5～

0.8m)、 暗灰黒色土 (旧耕土・0.2m)、 黒灰色土 (旧耕

土・0.2m)、 淡灰茶色土 (床土)と 続 き、現地表下1.2m

で茶黄色粘上の地山上面にいたる。発掘区北半部では、

淡灰茶色土の下で、部分的に淡灰色粘土と責茶色粘土が

混ざった整地土を確認 した。遺構はこの整地土と茶黄色

粘土上面で検出した。同様の整地土は市第429-1次調

査、西南に隣接する市第408-1次調査で検出されてお

り、今回の発掘区でも確認したことから東側にも拡がっ

第477-8次調査 遺構平面図 1/150
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平城京左京四条四坊十六坪の調査 第477-8次
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1 造成土
2 暗灰黒色土
3 黒灰色土
4 淡茶灰色土
5 淡茶灰色土 黒灰色土混合土
6 灰緑色粘土 黒灰色土混合土

灰褐色砂質土

暗灰褐色土 (淡含む)

灰色粘土 茶tB色 土混合土

茶黄色粘上 (地山)

(7～ 9は SK6044土 )

第477-8次調査 発掘区北壁土層図 1/60
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第429-1次 調査発掘区

三条大路

左京四条四坊十六坪発掘区位置図

―― -146580

第477-3次 調査発掘区

十
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□
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第408-1次 調査発掘区

SB235   0    。

第408-4次 調査発掘区

|

0                                                  20m

調査地周辺の遺構平面図 1/300
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第477-8次調査 発掘区南半 (東から)

ていることがわかった。遺構検出面の標高は概ね63.3m

である。

Ⅲ 検出遺構

今回の発掘区では粘土採掘坑はなく、粘土採掘抗は三

条大路南側溝が推定される十六坪北端部でおさまるもの

と思われる。検出した遺構は、奈良時代の掘立柱建物 1

棟、土坑 2である。

SB241 発掘区中央やや南寄 りの位置で検出した掘立

柱建物である。南北 2間 (4.2m)で、柱間は2.lm(7

尺等間)である。発掘区外東へ続 く。東西棟建物の西側

柱列であると考える。

SK603 発掘区西辺中央部で検出した東西08m以上、

南北 1.0、 深さ0.2mの平面不整形な土坑である。坦土か

ら奈良時代の土器や瓦が出土した。

SK604 発掘区北端で、整地土上面で検出した土坑で

ある。規模は東西6.8m以 上、南北3.4m以 上で、深 さは

0.2m。 隣接する第429-1次調査区の南東隅部のSK602

の北側で土坑状の遺構を検出してお り、これが同一の遺

構であれば、東西の長さは約mmと なる。SK604の埋土

からは奈良時代末頃の上器が出土 した。炭とともに多数

の製塩土器がかたまって出土した箇所があった。製塩土

器の中には火を受けた痕跡のある土器片もある。

第477-8次調査 発掘区南半 (東から)

Ⅳ 出土遺物

遺物は遺物整理箱にして 9箱出土 した。ここでは非常

に多 くの製塩土器が出土 したSK604出土土器について述

′ミ

'3。
SK604か らは、土師器杯蓋、皿A、 椀 A、 高杯、奏、

須恵器杯 A・ B、 皿B・ C、 高杯、壼L・ M・ E、 横瓶、

奏、風字硯、製塩土器などが出土 している。土師器の法

量や調整手法、風字硯が出上していることなどから奈良

時代末頃の土器群 と考えられる。製塩土器が多数出土し

てお り、これについてふれておきたい。

製塩土器は、小片のものが大多数で、復原できるもの

は少ない。形態はいずれも長胴のものである。底部の形

状はよく分からないが、丸底になると思われる。口縁部

は楕円形のものが多い。日径は10,2～ 12.Ocmで ある。内

外面に指頭圧痕や粘土の接合痕がよく残っている。内面

にはハケのような工具で調整した跡が残るものが多い。

図示したものには布目痕跡はみられない。口縁端部は九

くおさめるものが多いが、 3の ように若干内傾するもの

などもみられる。先述したように火を受けているものも

あり、海のない平城京内で製塩土器がどのようにして使

われていたのかは興味深い。 (池 田裕英)

|     |    ‖
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2.平城京左京五条四坊の調査

I はじめに

この調査は、奈良市が進める」R奈良駅南特定土地区画

整理事業 (総面積146万だ)に係 り実施した埋蔵文化財調

査である。市教育委員会では、平成13年度から事業地の発

掘調査を開始しており、今年度で 2カ 年目となる。昨年度

は 2事業に係 り8カ 所3,583∬ の発掘調査を行った。今年

度は、通常事業に係る調査として標記の通 り実施した。

なお、報告に際して用いる遺構番号については、昨年

度の例に倣い、坪毎に古墳時代以前の遺構に 2桁の番号

を、奈良時代以降の ものに 3桁の番号 を付 している。

発掘区内での基本的な堆積層序は、耕作土である黒灰色

砂質土以下、灰褐色砂質土、橙灰色粘土、黒灰色砂質土

もしくは暗茶灰色砂質土 と続 き、現地表下約0,4mで責

白色粘土または黄褐色粘土を主とする地山となる。地山

は東から西へ緩やかに下降し、更に北から南へ も緩やか

に下っている。地山の標高は発掘区北東端で概ね64.2m、

発掘区南西端で63.9mで ある。

発掘区中央ではこの地山上に暗褐色粘土の堆積があ

り、この堆積土か らは弥生時代後期の遺物が出土する。

昨年度HJ第468-4次発掘区の一部でも同様の堆積土か

算

'4861λ

 」R奈良駅南特定土地区画整理事業に係る発掘調査

第486次調査 発掘調査位置図 (1/10,000)

らなる流路SD01を 確認 してお り、これに繋がる流路で

ある。本発掘区内を蛇行 し、HJ第 468-4次発掘区の南

部を通って西へ流れる。幅約15m、 深 さ約0.4mで、 も

っとも深いところで0.6m程度 となる。昨年度の事業地

西部での調査においても、幾例かの弥生時代の遺構を検

出してお り、今回の検出例と合わせて周辺への同時代遺

跡の広が りを想定することができる。

また、責褐色粘上の下層に縄文時代の遺物を包含する

堆積層があり、黄白色粘土もしくは責褐色粘土の下層に

平成14年度JR奈良駅南特定土地区画整理事業発掘調査一覧

第486次調査 発掘区全景航空写真 (北から)
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平城京左京五条四坊十六坪

東四坊大路
HJ第 486次 通常事業 大森町 12歩 1他

H14.11.20-
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あたる責灰色粘土層上面で縄文時代の石器、土器を含む

灰色砂礫を主とした流路を確認 した。検出面の標高は概

ね63.4mで ある。発掘区西部の井戸や発掘区北端の土坑

の掘削に際して、同様の標高の壁面土層からも縄文時代

の石器、土器が出土 してお り、広い範囲に縄文時代の遺

跡面があることを想定し得る。

Ⅱ 検出遺構

検出した遺構は、前述の下層流路以外は奈良時代以降

のものである。遺構は基本的に、黄褐色粘土もしくは黄

白色粘土の地山上面で検出したが、発掘区中央の弥生時

代流路上面を中心に、茶褐色土を主体とする奈良時代の

整地層があり、この面から掘 り込まれている遺構 も多い。

今回検出した遺構には、東四坊大路、同東西両側溝、

左京五条四坊十六坪の東を限る掘立柱塀、坪内を分割す

る掘立柱塀3条、宅地内を区画する溝8条、溝暗渠 1条、

掘立柱建物18棟及び塀4条、井戸4基、土坑、溝、さらに

左京五条五坊一坪の西を限る溝がある。なお検出遺構に

は、昨年度HJ468-4次 発掘区で検出した遺構に続 くも

のが多 く、今回の調査で新たに関連が明らかになった事

柄 もあることから、報告では、この発掘区での検出遺構

についても併せて触れておく。

東四坊大路SF1601は 、今回東西両側溝を検出し、そ

の幅員 を知 ることがで きた。側滞心 々間での距離 は

17.42m(約49大尺)である。この数値は、事業地北側

HJ377-1次 調査で検出している幅員に比 し、若千であ

るが広 くなる。路面上に舗装などの造作はなかったが、

路面の断面形状が東側溝から西側溝にかけて緩やかに下

る片流れ状 となっている。このため、十六坪宅地側 と大

路西肩側とに段差が生 じ、宅地側が一段高 く見える。路

面上の標高は東側溝近 くで64.2m、 路面中央で64.ユ m、

西側溝近 くでは64.Omと なる。一方、宅地側の標高は

64.lmで ある。また、発掘区南では路面を厚 く覆う灰色

粘砂があ り、条間北小路 との交差点に近いことにより、

両側溝の水が路面に溢れる状態にあったことが窺えた。

東側溝SD1041よ 、幅2.2m、 深さ0.5mの素掘 りの溝であ

り、長さ18mを検出した。埋土は大 きく3層 に分かれ、

上層か ら灰色粘砂、灰褐色砂質土、灰色砂質土となる。

側溝心 の国土座標値 は X=-147,192.00、 Y=―

16,446.66で ある。この東側溝の東、五条五坊一坪側に幅

約1.6mの空閑地を挟んで平行する溝SD105がある。この

溝を築地雨落溝 とし、側滞 との空間を築地の痕跡 と考え

ることもできようが、現状では判断できない。一方の西

側溝SD1031よ、幅2.4～ 2.9m、 深さ0.6mの素掘 りの溝で

ある。長さ26mを 検出した。埋土は大きく4層 に分かれ、

上層から灰色粘砂、茶灰色砂質土、灰色粘土、灰色砂 と

なる。上層の灰色粘砂は東側溝からの溢れとともに路面

上を覆うように堆積 している。この灰色粘砂からは、10

世紀前半の遺物が出土 し、第2層 の茶灰色砂質土からは

1 黒褐色 t(耕 土)      4 灰褐色砂質 土 (近世来掘溝 )

2 黒灰色 ±           5 灰褐色砂質上

3 原色粘 土 (水コ畦畔下の溝 ) 6 茶灰色砂質上

7 灰色砂 質土 (近世 素掘溝 )

8 矮灰色砂質上

9 灰褐色砂 質土 (奈良時代遺物 包含 層 )

10 暗灰褐色砂質土 (杭跡 )

H 灰色砂質上 (杭跡 )

12 灰色粘砂

13 茶灰色砂質上

14 灰色砂質土

15 茶褐色砂 質土

16 灰色粘砂

17 茶褐 色土

13～ 17ま では,SD103埋 士

第486次調査 発掘区南壁土層図

坪ユ/2分割施設 SA203,SD106・ 107(東から)
坪1/4分割施設 SA225,SDl12(東 から)
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井戸SE504(南 から)

多 くの奈良時代末から平安時代初頭の遺物が出土してい

る。側溝心の国土座標値 はX=-147,192.00、 Y=―

16,464.08で ある。

この東四坊大路西側溝の西に沿って幅約 2mの空閑地

が続 く。中心に昨年度HJ468-3次 調査でも検出した掘

立柱塀SA201が 延びる。築地を想定できる添柱跡や、雨

落溝の痕跡も無いことから、現状では十六坪の東は築地

ではなく掘立柱塀で限ると考えている。

十六坪内では南北三分の一、及び南四分の一にあたる

位置に溝、掘立柱塀があり、坪内を分割 して、宅地利用

していたことが窺える。

塀SA2031よ、坪の南北三分の一にあたる位置に設けら

れた東西方向の塀であり、塀SA201に 取 り付 く。この塀

を挟み南北両側にSD106・ 107の 2条の溝が平行 して造

られる。この溝 と塀によって坪を南北に大きく2分割す

るもの と考える。 この うちSD107は 南 に曲が り、塀

SA201に 沿 う溝SD108に 繁がることが、昨年度HJ第

468-3次調査で明らかになっている。

さらに、坪の南四分の一にあたる位置には東西方向の

塀SA225が設けられ、同じく塀SA201に 直交して取 り付 く。

これらの塀SA203。 SA225で 画される坪の南北四分の

一にあたる区画宅地の中に、溝SD107・ 108。 109、 及び

SDl16で 囲続された南北約15mの方形区画がある。東西

の範囲については約 7mを確認したが、発掘区外西に溝

が続 くことから、更に西に拡がるものと考える。南側の

SD109と SDl16の 間が開いてお り、出入口となろうか。

この開口部は約 6皿 ある。また、塀SA225の 南にも溝

SDl13と SDl14に より画される同様の区画がある。この

両区画は、塀SA225か らほぼ等間隔にあり、さらなる宅

地内の細分を窺わせる。これらの溝、塀はほぼ国土方眼

方位に沿ってお り、掘立柱建物・塀、溝にもこれと方位

を同じくするものがある。

一方で、坪内を分割するものの中に、塀SA205、 溝

SDl12・ 115の ように、国土方眼方位西で北に約 3° 振

井戸SE505(東 から)

れるものがある。SA205は、SD109。 116のす ぐ南に造

られた東西方向の掘立柱塀で、昨年度の調査でSA20Hこ

繋がることが分かっている。SDl121よSA225の 北側に造

られた東西方向の溝で、大路西側溝に繋がる。同 じく

SDl15は SDl13に 重複する位置に造 られた東西方向の溝

で、溝西端がSDH3と ほぼ同じ位置にある。宅地東限の

塀SA201を 暗渠SX803で抜け、大路西側溝に繋がる。掘

立柱建物の中に、この区画溝に方位を同じくするものが

ある。

これら十六坪内の遺構は、重複関係により、国上方眼

方位に沿うものから約 3° の振れをもつものへと移り替

ることが分かる。それぞれに少なくとも2時期の重複が

みられるため、幾度かの建て替えがあったのであろう。

しかし、その際にも、大きく南北を三分する分割は変え

ることなく踏襲しているようである。

Ⅲ まとめ

事業地の東端で行った今回の調査では、東四坊大路と

その両側溝を検出することができ、大路の幅員を明らか

にすることができた。大路は、側溝埋土内出土遺物から

みて少なくとも10世紀前半代までは機能していたことが

窺えた。ただし、側溝最終埋土が大きく路面上にまで溢

れていることから、路面の高い部分だけがかろうじて道

路の形態を保つような状態にあったようである。

一方、五条四坊十六坪宅地内では、昨年度の調査と同

様、坪内東端での調査ではあったが、坪が大きく南北二

分の一に分割され、さらに溝及び掘立柱塀により四分の

一に細分利用されていることを追認した。宅地内は非常

に遺構密度が高く、幾度かの建て替えがあったことが明

らかである。ただし、その建て替えの中に、坪の分割に

ついては踏襲しているにも関わらず、建物、溝などの計

画方位を大きく違える時期があることを今回の調査では

明らかとし得た。奈良時代末から平安時代初頭の時期に

この変化がみられるようであるが、その成因は現段階で

は不明である。

―- 20
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3。 近鉄西大寺駅南地区土地区画整理事業に係る調査

この調査は、奈良市が進める西大寺駅南地区土地区画

整理事業 (総面積約30万だ)に係 り実施した坦蔵文化財

発掘調査である。奈良市教育委員会では、昭和63年度か

ら事業地内の発掘調査を継続 して実施している。

下表の通 り、平成14年度は促進事業として、 4箇所で

発掘調査を実施 した。調査面積は1,782だ であ り、初年

度からの総発掘調査面積は101,129ゴ になる。

平成14年度の調査地は、平城京右京二条三坊―・十二

坪と西大寺旧境内 (右京一条三坊四坪)に及ぶことから、

坪ごとに報告する。遺構番号は、坪ごとの通 し番号とし、

古墳時代以前を 2桁、奈良時代以降を 3桁で明示 してい

る。

平成14年度 近鉄西大寺駅南地区土地区画整理事業地内発掘調査一覧

遺跡名 調査次数 事業名 調査地 調査期間 調査面積 調査担当者

平城京右京二条三坊十二坪

平城京右京二条三坊一坪

西大寺旧境内

(平城京右京一条三坊四坪)

H」480-1

HJ480-2

SD14-1

SD14-2

促進事業

促進事業

促進事業

促進事業

菅原町 247-1

西大寺南町 23908他

西大寺南町 2413

西大寺南町2364他

H1463～  81

H14.1220 ～ 1225

H14. 9 2 ～ 12 3

H1412 9 ～ 1226

650∬

45∬

1,000∬

87∬

松浦・宮崎・細川

宮崎・池田寄

松浦・宮崎・池田官

宮峙・池田宙

:抑讚

i｀き
~」

勒

近鉄西大寺駅南土地区画整理事業地内の発掘調査位置図 1/5,000

-- 21 -一

詔



(1)平城京右京二条三坊十二坪の調査

I はじめに

調査地は平城京右京二条三坊十二坪の北西隅にあた

る。当該地の北と西に現存する道路は、坪境小路の遺存

地割 りとされている。平成12年度には調査地の北にある

東西道路の北側で、十一 。十二坪坪境小路を検出してい

る (市 H」443-3次調査)。

I 検出遺構

調査地の現況は田及び畑で、一帯は南西から北東へ緩

やかに傾斜 している。発掘区内での基本層序は耕作土以

下、橙灰色・灰茶色・灰黄色砂質上、茶灰色・責灰色粘

砂が続 き、地表面から0.2～ 0.5mで、淡黄色粘質土や橙

灰色砂礫の地山に至る。地山の標高は、南西で約74.8

m、 北東で約74.5mである。遺構は基本的に地山面で

検出したが、発掘区南西部の地山上面に黄茶色粘砂によ

SD02
-― -145,900

A

|

0                      10m

l次調査 遺構平面図 1/300

暗灰色砂質土 (耕作)5 黄灰色粘砂         9 明灰 茶灰色砂質土
橙灰色砂質土 (床土)6 暗灰茶色砂質土(SX802埋 土)(SD102埋 土)

銹戻色脇憂圭   ` 萌交祭色捗警rX802理
土) !! 

語灸色穆鑽〔詔務越土)

(黄灰色砂質土混)(SD101理土)12 淡黄色粘質土 (地 山)

第480-1次調査

第480-1ラ欠

る奈良時代の整地が行われてお り、この整地土の下層に

も奈良時代の遺構面があることが分かっている。

検出した主な遺構には、古墳時代の溝 2条、余良時代

後半～末葉の掘立柱建物10棟・塀 2条、土坑 3、 坪内道

路 1条、平安時代の掘立柱建物 2棟・塀 1条、土坑 1が

ある。以下、時代ごとに述べる。

古墳時代 溝 2条があり、ともに北東に振れる素掘 りの

溝で、発掘区外に続 く。

S D01は幅0.6m、 深さ0。3～ 0.4m、 長さ17mを検出し

た。埋土から古墳時代中期の土師器が出土 した。 S D02

は幅1.3m、 深さ0.5～ 0.7m、 長さ26mを検出した。溝内

埋土は上下 2層 に大別でき、下層からは古墳時代中期の

土師器が、上層からは古墳時代後期の埴輪、土師器、須

恵器が出土 した。

奈良時代以降

奈良時代後半 掘立柱建物 8棟・塀 1条、土坑 1があ

る。発掘区中央付近に建物が密集する。

S B202は桁行 4間 (8.4m)、 梁間 2間 (3.6m)の東

西棟建物で南に庇が付 く。北側にも庇が付 く可能性があ

る。柱間は桁行が2.lm、 梁間が1.8m等 間、庇の出が2.4

mである。 S B 2031よ桁行 3間 (5,7m)、 梁間 2間 (3.4

m)の南北棟建物で、重複関係からS B 202よ りも新 し

い。柱間は桁行が1.7～ 2.lmで、梁間が1.7m等間である。

S B 206は 桁行 3間 (6.3m)以上、梁間 2間 (3.6m)の

東西棟建物で北に庇が付 く。柱間は桁行が2.lm、 梁聞

が1.8m等 間である。 S B207は 桁行 4間 (10.Om)、 梁聞

2間 (3.6m)の 東西棟建物で北に庇が付 く。柱間は桁

行が2.5m前後で、梁間は1.8m等 間、庇の出が2.lmであ

る。重複関係からS B206よ りも新 しい。 S B208は 南北

3間 (6.Om)、 東西 1間 (1.5m)以上の建物である。発

掘区外東に続 く。柱間は南北方向が北から2.1-1.8-2.1

mである。 S B2091よ 南北棟建物で、桁行 2間 (3.6m)

以上、梁間 1間 (1.5m)以 上 となる。柱間は桁行が1.8

m等間である。重複関係からS B208よ りも新 しい。 S

B207と は直接の重複関係はみられないが、重なる位置

発掘区西壁土層 1/50
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にある。 S B210は 桁行 6聞 (12.6m)、 梁問 2間 (4.2m)

の東西棟建物で、柱間は2.lm等間である。 S B211は桁

行 5間 (120m)、 梁間 2間 (4.2m)の 東西棟建物であ

る。重複関係からS B210よ りも新 しい。柱間は桁行が

2.4m、 梁間が2.lm等 間である。 S A215は S B210。 211

の南に位置する東西10間 (20,Om)以 上の掘立柱塀で、

発掘区外に続 く。柱間は2.Om等 間である。重複関係か

らS B211よ りも新 しい。 S K 601は南北1.5m以上、東

0.75m、 深さ0,7mの 平面隅丸方形の土坑である。発掘区

外北に広がる。重複関係からS B202・ 203よ りも新 しい。

奈良時代末～平安時代初頭 発掘区南西部が整地され

た後、坪内道路により宅地が分割される。掘立柱建物 2

棟 。塀 1条、土坑 2がある。

S F 901は 坪内北 1/4の位置に造 られた東西方向の道

路である。側溝心々間の幅で3.Om、 長さ約20mを確認

した。発掘区外に続 く。 S D 101は、この坪内道路の北

側溝で、幅0,4～ 0.8m、 深さ0.3mの素掘 りの溝である。

側溝心 の国土座標値 は X=-145,920.600、 Y=―

20,030.000で ある。 S D102は 南側溝であ り、幅0.6～09

m、 深 さ0,3mの素掘 りの溝である。側溝心の国土座標

値はX=-145,923.600、 Y=-20,030.000で ある。この両

側溝埋土からは、ともに 8世紀後半～ 9世紀初頭の土器

が出土 した。

S B205は桁行 3間 (7.5m)以 上、梁間 2間 (3.6m)

の東西棟建物で南に庇が付 く。柱間は桁行が2.5m、 梁

間が1.8m等 間、庇の出が2.lmで ある。 S B2041よ 桁行 3

間 (4.6m)、 梁間 2間 (35m)の南北棟建物である。重

複関係からS B205よ りも新 しい。柱間は桁行が1.2～ 1.6

m、 梁間が1.5～ 1.9mと 一定でない。 S A214は 南北 3間

(6.5m)の掘立柱塀で、発掘区南に続 く①柱間は北から

2.3-2.3-1.9mである。 S K 602は南北4.Om、 東西 3m

以上、深 さ0.3mの 平面方形の土坑である。発掘区外東

に広がる。埋土から8世紀後半～ 9世紀初頭の土器が出

土 した。重複関係か らS D102よ りも古いことが明らか

である。 S X801は南北3.5m、 東西10m以上、深さ0.3m

の溝状の土坑である。発掘区外東に広がる。重複関係か

らS D101よ りも古い。埋土から8世紀後半～ 9世紀初

頭の土器が出土した。

平安時代前半 坪内道路側溝埋没後の遺構である。掘

立柱建物 2棟・塀 1条、土坑 1がある。

S B201は桁行 2間 (5.2m)以 上、梁間 1聞 (2.6m)

以上の東西棟建物で南に庇が付 く。柱間は桁行、梁間と

もに2.6m等 間である。S B212は 桁行 1間 (21m)以上、

梁間 2間 (4.2m)の東西棟建物で、発掘区外東に続 く。

重複関係か らS K602よ りも新 しい。柱間は桁行、梁間

ともに2.lm等 間である。 S A2131よ 南北 2間 (33m)の

掘立柱塀で、柱間は北から1.8-1.5mで ある。建物西妻

柱の可能性 もある。重複関係からS X801よ りも新 しい。

S X802は 南北9.Om、 東西 8m以上、深さ05mの平面方

形の土坑である。発掘区外西に広がる。重複関係からS

D101よ りも新 しい。 (宮 崎正裕)

出土遺物 瓦と土器・土製品が遺物整理箱で48箱分あ

る。その他に輔羽口が 2点、鉄が 2点、砥石が 2点、サ

ヌカイ ト製スクレイパーが 1点、同剥片が 4点、漆片、

壁土片などがある。

瓦 軒瓦、丸瓦、平瓦がある。軒瓦は 4点あ り、すべ

てが遺物包含層出土の軒丸瓦で、内訳は6281型 式A種、

6284型式 D種が各 1点、型式不明が 2点である。九瓦、

平瓦は大半が奈良・平安時代のもので、数量は九瓦が15

点 (1,090g)、 平瓦が19点 (1,070g)、 九瓦か平瓦いずれ

か不明が 6点 (60g)である。

土器・土製品 埴輪、古墳時代の上師器と奈良・平安

時代の土師器、須恵器、黒色土器A類、硯、亀、甑、製

塩土器、 ミニチュア甑、硯、墨書土器 (須恵器 2点)が

ある。以下、 S D 101・ 102、 S X801出土土器について

述べる。

第480-1次調査 発掘区全景 (南東から) SF901と SD101・ 102(東から)
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SD101・ 102、 SX801出土土器  1/4

奏、埴輪がある。18。 19は遺存状態が悪 く調整は不明で

あるが、18は底部外面に黒斑が残る。22は器面が摩滅 し、

墨が付着することから転用硯 と考えられる。これらの上

器は、 8世紀後半～ 9世紀初頭の特徴をもつが、土師器

食器類には 8世紀後半のものが多い。

(宮崎正裕、池田富貴子)

Ⅲ まとめ

十二坪の遺構変遷の概要は次のとお りとなる。

奈良時代前半の遺構は確認できなかったので、その様

相は不明であるが、奈良時代後半になると、短期間の内

にS B202-→ 203、  S B206-→ 207、  S B208-→ 209、  SB
210→211の ように頻繁に建物が建て替えられることが分

かる。また、東西塀 S A215が造られており、この時期

から坪を分割して利用していたことが窺える。

余良時代末になると、坪の北 1/4の位置に東西道路

S F 901が 造られ、坪内を道路で分割するようになる。

また、この道路以北に建物が集中する傾向がある。

平安時代になってすぐに、坪内道路は廃絶する。遺構

は少なく、閑散とした状況にあったようである。

(宮崎正裕)

⊂ 三 三 三 :琶 琶 菌 臣 ≡ 竪 生

=登

差 当 7

一一
〓

S D 101出土土器 (1～ 16)には、土師器杯 A(1)、

蓋、皿A(2)、 椀 C(3)、 高杯 (4)、 鉢 A、 重 A、

盤B(5)、 奏 (6)、 製塩土器、須恵器杯A・ B(8。

11)、 杯 B蓋 (7)、 杯 E(13)、 皿A(9)、 椀 A、 小椀

(12)、 稜椀 (10)、 鉢 A(14)、 壺、重蓋、養 (15。 16)

がある。 3は 日縁部上半をヨコナデ、底部外面をナデで

調整する。 7は環状鉦の蓋であり、内面は硯に転用され

ている。 9は底部外面と、底部内面から日縁部への立ち

上が り部分をロクロケズリで調整する。10は高台が壼類

のように高 くて、幅が広い。底部内面の調整は丁寧であ

る。体部外面の稜から下はロクロケズリで調整する。胎

土は緻密で明灰白色である。■は他の杯 Bに比べ、高台

が底部の内側寄 りに付 き、断面形は三角形に近い。14は

九底気味である。 S D 102出 土土器には、土師器皿 A、

蓋、杯類、羽釜、盤、奏、須恵器杯A・ B、 長頸壷 (17)、

奏がある。17は顎部中央と頸部根元に、ロクロナデで凹

凸を表現 した突帯が付 く。 S D 101・ 102出 土土器は、 8

世紀後半～ 9世紀初頭の特徴をもつ。 S X801出土土器

には、土師器杯 A(18)・ B・ C、 蓋、皿A(19)。 C、

椀 A、 高杯、壼A(20)。 E、 盤、甑、奏 (21)、 須恵

器杯 B(24)、 杯 B蓋 (22・ 23)、 鉢 A、 重、壼蓋、鉢、
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(2)平城京右京二条三坊一坪・一条南大路の調査 第480-2次

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復元では一条南大路に当たり、

す ぐ東側が西二坊大路との交差点となる。敷地の北側に

は西大寺旧境内が、南側には右京二条三坊一坪が推定さ

れる。今回の調査は、一条南大路に関わる条坊遺構の検

出を主目的に実施 した。

工 検出遺構 。遺物

調査地の現況は宅地で、基本層序は造成上 (1.4m)

の直下にシル ト層 (2.9m)が 堆積 し、地表面か ら4.3m

で淡緑灰色粘砂の地山に達する。地山の標高は概ね66.

7mで ある。土層の堆積状況から、発掘区全体が南北方

向の流路内にあることが判明した。このシル ト層は地山

面上1,7～ 1.8m程度までは、0,1～0.8mの 厚さで、ほぼ水

平に堆積する。その上層では、流路内の流れが幅を狭め、

場所を移 しなが ら流れていたようで、厚 さ0.lm程 度の

溝状の堆積が幾重にも見られた。遺物は、流路内の暗灰

青色シル ト層 (北壁土層断面図の■層)か ら土師器片が

1点出土 したのみで、流路の形成から埋没までの経過を

明らかにするには至らなかった。

ところで、平成14年度に当該地の北約100mで 、近世

に埋没 した流路を検出している (市SD14-2次調査 )。

位置関係からみて、今回検出した流路はこの流路と同一

のものであり、更に南へと流れていた可能性が高い。こ

の調査時の西肩位置からみて、今回検出した流路につい

ても、発掘区から西へ 5m程度で西肩に達すると考える。

また、一坪中央付近で実施 した市H」378-6次調査 とそ

の西側の国第183-14次調査では東西方向の大きな流路

の北肩を検出している。おそらく、一坪の東側で今回検

出した南北流路 と合流するものと考えている。

Ⅲ まとめ

今回、発掘区が狭小であったこともあり、想定 してい

た一条南大路に関わる遺構は検出できなかったが、条坊

道路の位置に大きな流路が広がることを確認 した。

今後、この流路が、近年類例が知られているように堀

割状に施工されていた条坊道路を踏襲したものか、また

は、何らかの新たな要因によって、偶然にも旧条坊道路

上に開削されたものであるかを明らかにしていく必要が

あろう。 (宮 崎正裕)

橙褐色粗粒砂

緑灰色細泣砂

暗緑灰色中粒砂

茶灰色粘土

暗灰茶色 シル ト

暗灰色シル ト

暗灰茶色中粒砂

暗灰青色 シル ト

暗青灰色中粒砂

暗灰青色 シル ト

暗灰青色シル ト

(10に 比べ、暗灰色細粒砂多 く混 )

暗灰色粘土

暗青灰色 シル ト

暗青灰色 シル ト

(細粒砂混 )

暗灰色細粒砂

暗灰青色細 中粒砂

17 暗灰色細粒砂

18 暗緑灰色中粒砂

19 H旨 灰黒色年度

20 灰色粘砂

21 灰色砂質土層礫

22 青灰色粘質土

23 淡緑灰色粘砂 (地 山)

1～ 3:造成上

第480-2次調査 発掘北壁土層図 1/80

第480-2次調査 発掘区全景 (南西から)
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第480-2次調査 遺構平面図 1/200



(3)西大寺旧境内の調査 第14-1・ 2次

第14-1・ 2次調査 発掘区位置図 1/6,000

1 はじめに

調査地は西大寺旧境内の東端に想定される寺地の一角

で、現況は畑と水田である。西大寺創建前の平城京の条

坊では右京一条三坊四坪の北半に当たり、調査地北端に

は坪境小路が想定される。東端の一段低い水田畦畔は西

二坊大路の遺存地割と考えられている。調査地西半の畑

から東端の水田にかけて発掘区を設定した。

I 検出遺構

発掘区内の基本層序は、耕作土以下、淡黄灰色粘質土、

橙茶色砂礫 と続 き、地表面か ら0.4mで黄灰色粘砂の地

山に至る。地山の標高は、概ね北西で71.5m、 南東で

71.3mで ある。発掘区東端の水田では、耕作土直下が地

山 (標高は70.3m)に なる。遺構は地山上面で検出した。

主な遺構には、奈良時代の条坊関連の遺構 と奈良～平

安時代の井戸 。土坑・掘立柱建物 と近世の流路がある。

奈良時代  S D01は 幅1.0～ 1.5m、 深さ0.2～05mの東

西方向の素掘溝で、長さ26m分を確認した。築地の南側

雨落溝 と考えられる。奈良時代末に埋まる。溝心座標は

X=-145,352.400、 Y=-19,705.000で ある。 S X291ま

東西幅 3～ 5m、 深さ0.2mの土坑で、長さ23m分を検

出した。発掘区外南に続 く。奈良時代末の上器が出土し

た。重複関係か らS D02、  S E23。 26、  S B07・ 08・

11。 14。 16よ りも古い。 S K30は 南北1.4m以上、東西

1.lm、 深さ0.2mの上坑である。奈良時代末の土器が出

土 した。重複関係からS E28よ りも古い。 S E27は 掘形

が南北1.8m、 東西1.95mの 平面隅丸方形、深さ2.4mの井

戸である。枠は方形縦板組隅柱横桟留、内法は一辺0。75

mである。掘形から奈良時代末の土器が出土した。 SE
22は掘形が南北 。東西1.4mの井戸で、枠抜 き取 り痕跡

が直径0.95m、 深さ1,llnで ある。枠抜 き取 り痕跡から8

世紀代の土器が少量出土した。重複関係からS B08よ り

も古い。 S E21は枠抜 き取 り痕跡が南北・東西2.4m、

深さ1,75mの 井戸である。重複関係からS B07よ りも古

い。 S E23は枠抜 き取 り痕跡が南北・東西 とも2.5m、

深 さ2.Omの 井戸である。重複関係か らS B16よ りも新

しい。 S E21。 23か ら奈良時代末の土器が出土した。 S

B16は桁行 3間 (8.lm)、 梁間 2間 (3.6m)の南北棟建

物で、柱間は桁行が2.7m、 梁間が1.8m等間である。重

複関係からS X29よ りも新 しく、 S E23よ りも古い。 S

B05は南北 2間 (48m)、 東西 2間 (4.6m)の建物で、

柱間は南北24m、 東西2.3m等 間である。 S B04は 重複

関係からS B05よ りも新 しい桁行 3間 (5,lm)、 梁問 2

間 (3.2m)の 東西棟建物で、柱間は桁行が西から1.5-

1.8-1.8m、 梁間が1.6m等 間である。 S B08は桁行 3間

(5.6m)、 梁関 2間 (3.Om)の 南北棟建物で、柱間は桁

行が1.6～ 2.Om、 梁間が1.5m等 間である。重複関係から

S X29、 S E22よ りも新 しい。 S B09は南北 2間 (3.6

m)、 東西 2間 (3.Om)の総柱建物で、柱間は南北が1.8

m、 東西が1.5m等間である。S B10は 桁行 3間 (4.5m)、

梁間 2間 (3.Om)の 南北棟建物で、柱間は1.5m等 間で

ある。柱穴から奈良時代後半の土器が出土 した。 S Bll

は S B10と 柱筋 を揃える桁行 3間 (6.3m)、 梁間 2聞

1暗灰色砂質土 (耕■)5茶 灰色砂質上 9淡灰茶色粘砂

2灰茶色砂質±    6黄 tB色粘砂  10黄灰色粘砂

3灰色砂質±     7茶 灰色粘砂  ■ 灰茶 黄色粘砂

4構灰色砂質±    8黄 褐色粘砂  12黄灰色砂質土

第14-1次調査 発掘区西壁土層図 1/50
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13黄茶灰色砂質土 (SD01/埋 上 )

と4黄灰色粘砂 砂質土 (地山)



(3.6m)の 東西棟建物で、柱間は桁行が2.lm、 梁間が1.8

m等間である。 S B14は S Bllと 柱筋を揃える桁行 3間

(5.lm)、 梁間 2間 (3.6m)の 東西棟建物で、柱間は桁

行が東から1.5-1.8-1.8m、 梁間が1.8m等 間である。 S

B19は S B14と 柱筋を揃える南北棟建物で、桁行 1間

(1.8m)分、梁間 2間 (2.4m)を 検出した。梁間柱間は

1.2m等間である。 S B18は S B19と 柱筋を揃える東西

棟建物で、桁行 3問 (5,7m)分 、梁間 1間 (2.lm)分

を検出した。桁行柱間は東から1.8-24-1.5mで ある。

平安時代  S D02は S X29と 重複 して検出した幅0.3

～0.5m、 深さ0,3mの南北方向の素掘溝で、長さ38m分

を検出した。奈良時代末の土器が出土 したが、重複関係

からS X29よ りも新 しく、平安時代初頭のものと考える。

S E28は掘形が南北3.Om、 東西2.5mの平面楕円形な丼

戸で、深 さ2.3mで ある。枠は横板井籠組、内法は一辺

0.7mで ある。掘形か ら奈良時代後半の土器が出土 した

が、重複関係からS K30よ りも新 しく、平安時代初頭の

ものと考える。 S E20は掘形が南北2.5m、 東西1.9mの

平面不整形な丼戸で、枠抜 き取 り痕跡が南北 1.3m、 東

西1.4m、 深さ1.6mである。枠抜 き取 り痕跡から平安時

代初頭の土器が出土した。重複関係からS B06よ りも古

い。 S E26は掘形が南北4.8m、 東西4.Omの 平面不整形、

深 さ2.4mの 井戸である。枠は方形縦板組隅柱横桟留、

内法は一辺0.65m、 底に内法直径0.75m、 高さ0.5mの 曲

物を据える。掘形・枠内から平安時代初頭の土器が出土

した。重複関係からS B12よ りも古い。 S E25は 掘形が

南北1.45m、 東西1.55mの 平面不整形、深さ17mの井戸

である。枠は方形縦板組隅柱横桟留、内法は一辺0.6m

である。枠内から奈良時代末の土器が出土したが、重複

関係からS B06よ りも新 しく、平安時代初頭のものと考

える。S E24は枠抜 き取 り痕跡が南北1.9m、 東西1.75m、

深さ1.5mの井戸である。 9世紀中頃の土器が出土 した。

鰹:

。T―

―

計◎∬ 患融 はSX29の 範囲

第14-1・ 2次調査 遺構平面図 1/300
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I暗灰色砂質土
2橙茶色砂質土
3暗灰色砂質土
4茶灰色砂質土
5黄茶色砂質土
6淡黄色砂質■
7淡茶色砂質土
8短期灰色粘砂
9灰色砂質土
lα 淡黄色粘質土
(黄灰色粘砂混)

H灰色砂質土
(灰色粗砂混)

12灰色粘砂
13黄灰色粘砂
14橙灰色粘砂
15茶灰色粘砂
16淡茶灰色粘砂
(黄茶色粗砂混)

17橙灰色粘砂
18淡茶灰色粘質土
19淡茶灰色粘砂

20淡灰色粘砂
21暗灰色砂質土
22暗灰色粘砂
(灰色砂混)

23淡茶灰色砂
(暗灰色粘質土lFL)

2淡灰色粘質土
25灰色粘質土

(灰色砂礫混)

26灰色砂
(灰色粗砂混)

27灰色粗砂   34灰 色粘砂   42橙 灰色粘砂
28灰色粘砂   (灰 色砂混)  43淡 黄灰色粘砂
(灰色砂混)  35暗灰色粘砂  44淡黄白色格質土

29灰色粘砂   3d灰 色砂   委 青灰色粘砂
30暗灰色猫質土 (灰色砂礫混) 

“

灰色砂
31灰色粘砂   37灰 色粘砂   (灰色粗砂混)

(灰色粗砂混) 3&青 灰色粘質土 守 淡橙白色粘質■～灰色粘砂
32灰色粘砂   (暗 灰色粘土混) (淡灰白色粘砂混)

33灰色粘質±  39淡青灰色粘砂 48資灰色砂
(灰色砂混)  40澄灰色砂質土 や 淡黄自色粘砂

41黄茶灰色粘砂 50暗緑灰色粘土(地 山)

ヽ

15～ 40:SD03埋 土

0                                                  5m

S B06は桁行 5間 (10.8m)、 梁問 3問 (4.5m)の南北

棟建物で、柱間は桁行が北から2.4-2.1-2.1-2.1-2.lm、

梁間が1.5m等 間である。重複関係からS E25よ りも古

い。 S B07は桁行 6間 (14.4m)、 梁間 2間 (4.Om)の

南北棟建物で、柱間は桁行が2.4m、 梁間が2,Om等 間で

ある。重複関係からS E26よ りも新 しい。 S B12は桁行

3間 (6.9m)以上、梁間 2間 (5,lm)の東西棟建物で、

柱間は桁行が 2.3m等 間、梁間が北から2.4-2.7mで あ

る。重複関係からS E26よ りも新 しい。 S B13。 15は S

B12と 柱筋を揃える東西棟建物である。 S B13は桁行 3

間 (6.9m)以上、梁問 2聞 (4.8m)、 柱間は桁行が東か

ら2.4-2.4-2.lm、 梁間が2.4m等 間である。 S B15は桁

行 4間 (5,2m)、 梁間 2間 (2.8m)、 柱間は桁行が1.0～

1.5m、 梁間が1.4m等間である。

S B17は桁行 3間 (4.8m)、 梁間 2間 (3.2m)の東西

棟建物で、柱間は1.6m等 間である。柱穴は無遺物で、

他の遺構 との重複も無 く、時期を特定できなかった。

近世  S D03は近世の南北方向の流路で、南北 5m、

東西 9m分を検出した。部分的に掘 り下げ、底 (標高

67,7m)を確認 した。奈良 。平安時代の土師器・須恵器、

瓦器、瓦質土器、近世陶磁器が出土 した。 (宮崎正裕)

第14-2次調査 発掘区北壁土層図 1/80

第14-2次調査 発掘区全景 (南から)

出土遺物 瓦導 と余良時代～近世の土器 。土製品が遺

物整理箱で126箱分出土 した。その他、木衛が 3点 (す

べてが S E27枠内埋土出土、判読不能)、 漆椀が 1点、

櫛が 1点、刀子が 1点、釘が15点、楔が 1点、砥石が 3

点、サヌカイ ト製剥片が 2点、対渦が 1点、輔羽口が 2

点、鉄鐸が 3点 と曲物片や壁土片などがある。

瓦導 大半が奈良時代のもので、軒丸瓦は6284型式種

別不明が 1点、型式不明が 3点、軒平瓦は6642型式A種

が 1点、6663型式B種が 4点、6700型式A種が 1点、型

式不明が 2点である。九瓦は502点 (40,37kg)、 平瓦が

1,062点 (84.02kg)、 九瓦か平瓦いずれか不明が476点

(5 99kg)である。導は15点 出土した。

上器・土製品 土師器、須恵器、奈良三彩、瓦器、瓦

質土器、陶磁器、竃、訊、硯、ミニチュア竃、製塩土器、

土馬、墨書土器 (土師器 1点、須恵器 8点)がある。

そのうち、遺物量が豊富なS E26・ 27の出土土器につ

いて述べる。 S E26は掘形・枠内から、ともに遺物整理

箱で 2箱分の遺物が出土した。土師器杯A・ B・ C、 杯

蓋、皿 A、 椀 A、 高杯、壷 A、 奏、亀、製塩土器、須恵

器杯A・ B、 杯蓋、皿 C、 鉢A・ D、 壺A・ E、 平瓶、

奏がある。 1～ 8は掘形出土土器である。 3は九底気味

の須恵器Aで、底面外面をヘラキリ後、ロクロナデ調整

する。8世紀末のものと考える。掘形出土の土師器には、

第14-1次調査 発掘区全景 (北東から)
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杯Aの他に杯 C、 椀 Aの小破片が多い。その大部分は表

面の状態が悪いが、一部にケズリ調整が観祭できる。 9

～13は枠内の出土土器である。 9・ 10の上師器杯 Aは、

日縁部外面をケズリ後、 ミガキ調整する。 9は 口縁部内

面に斜放射状暗紋を施す。底部から口縁部への立ち上が

りはやや開き気味である。また、ケズリ調整が残る土師

器杯・皿も多 く、8世紀末～ 9世紀初頭のものと考える。

S E27は掘形から遺物整理箱で 1箱分、枠内から4箱分

の遺物が出土 した。土師器杯A・ B・ C、 杯蓋、皿A・

C、 椀A・ C、 高杯、奏、電、甑、製塩土器、須恵器杯

A・ B、 杯蓋、皿 BoC、 鉢、壺 E・ L、 平瓶、奏があ

る。14～ 27は枠内出土土器である。15の土師器皿Aの底

部内面にはハケメが残る。16の土師器杯 Cは底部外面に

「東」の墨書がある。23の 須恵器蓋頂部外面には「廿」

の墨書がある。27の須恵器椀は底部外面に糸切 りの痕跡

がある。21。 27は東海系の可能性がある。掘形出土土器

は、 8世紀末のものと考える。 (宮崎正裕、池田富貴子)

Ｙ

岸

/三

輩 =

▼ =
SE26・ 27出 土ニヒ器

一
一三

ヒ君予  1/4

Ⅲ まとめ

今回検出した井戸 9基は、 S E22を 除く8基すべてが

奈良時代末～平安時代初頭のもので、西大寺建立以前の

奈良時代前半にまで遡るものは確認できなかった。建物

に関しても同様で、奈良時代末に S X29が埋められた後、

S B10・ 11。 14・ 16・ 18・ 19が建てられる。 S Bll廃絶

後の平安時代初頭に S E26が造 られる。それ以降、 SB
07→ S E21。 23→ S D02と いう順序で遺構が構築され

る。特に発掘区中央部分では、 9世紀中頃までの短期間

に、相当な造作が行われるようである。

平城京西二坊大路の遺存地割部分で、近世の流路SD
03を検出したが、西二坊大路の側溝など往時の痕跡は確

認できなかった。当発掘区の南380mで、西二坊大路を

検出している (市H」第283次調査)が、 S D03の西端位

置は第283次発掘区で検出した西二坊大路西側溝の西端

位置に比べて、西に18m程度寄る。一帯はS D03埋没後、

水田耕作時までに削平を受けるようである。

(宮崎正裕)

|
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4.平城京左京四条五坊十一坪の調査 第476次

調査次数   HJ第 476次

工事内容  共同住宅新築

届出者名  有限会社真輝商事

調 査 地  奈良市杉ケ町47-2

調査期間  平成14年 5月 9日 ～5月 24日

調査面積   76.5だ

調査担当者  三好美穂

Ⅱ 検出遺構

検出した主な遺構には、弥生時代の素掘 り溝 2条、土

坑 6、 奈良時代の掘立柱建物 3棟、柱列 1条がある。以

下、時代ごとにまとめて記す。

弥生時代

SD01は、発掘区中央で検出した素掘 り溝で、国上方

眼方位北で東へ振れている。溝幅は約0.8m、 長 さは

5.5m分を確認 した。溝の両端は、それぞれ発掘区外へ続

く。検出面からの深さは約0.4m。 溝内には、弥生土器片

を包含する2層 の地積土 (下層 :暗灰色粘土、上層 :暗

茶褐色砂質土)がある。

SD02は、発掘区東端で検出した素掘 り溝で、国上方

眼方位北で西へ振れている。溝幅は0.3～ 0.5m、 長さは

4.Om分 を検出した。検出面か らの深さは0,3～ 0.4m。 溝

第476次調査 発掘区位置図 1/6,000

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復元では左京四条五坊十一坪

の東辺中央にあたり、敷地の東端に十一坪・十四坪の坪

境小路が想定されている。近隣の調査では、弥生時代か

ら古墳時代の集落や流路、土器や木製品等が多 く発見さ

れてはいるものの、これらの時代以外の遺構は殆ど検出

されておらず、奈良時代の遺構 も稀薄であることが確認

されている。今回の調査では、弥生時代から古墳時代の

遺構の検出や余良時代の宅地内の利用状況の確認を主目

的として、L字形の発掘区を設けて実施 した。

発掘区内の基本的な層序は、造成土 (約 0.4m)、 耕土

(0.lm)、 茶灰色粘土 (01～ 0.2m)、 茶灰色砂質土 (0.1～

0.2m)、 淡黄灰色粘砂 (0。 lm・ 奈良時代遺構面)、 黒灰色

粘砂 (0.1～ 0.2m・ 奈良時代遺構面及び弥生時代遺構面)

と続 き、表土下約1.Omで黄褐色粘質土の地山に至る。奈

良時代の遺構面である淡黄灰色粘砂は、発掘区北半部に

のみ堆積 しているだけで、発掘区全体には広がってはい

ない。余良時代の遺構の多 くは、黒灰色粘砂で検出した。

呵  LH:680コ

評 9E

第476次調査 発掘区北壁土層図 1/50
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第476次調査 遺構平面図 1/150

1造成上
2黒褐色土 (耕土)  8灰 色土
3茶灰色粘±     9茶 灰色砂質土
4灰色±       10淡 責灰色粘砂
5灰色±       11暗 褐色粘土 (SX03)

6灰色粘±      12黒 灰色粘砂
7灰色±       13責 褐色粘質土 (地 山)

〔五
~~‐ ~~ :~~~~~~~――――――――――
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第476次調査 発掘区全景 (南から) 第476次調査 発掘区全景 (北から)

底には灰色粘土 (約0.lm)が 、上層には黄灰色粘砂が

(約 0.3m)が堆積 している。埋土からは、弥生土器片が

少量出土 した。SD01と 接続する可能性 もあるが、今回

の調査では確認することはできなかった。

土坑 (SX03～ 08)イよ、発掘 区全域 で検 出 したが

SX03・ 06・ 08以外は、検出面からの深 さが005～ 0.lm

と浅 く、掘形の断面形は皿状を呈 している。SX04・ 05

は溝状を呈 してお り、SX04は 灰色粘土が、SX05は 黄灰

色粘砂が堆積 している。SX08は 、東西3.Om、 南北2.Om

以上で、平面の掘形は不整形である。検出面からの深さ

は、0.2～ 0,4mあ る。土坑内には大 きく2層 (下層 i青灰

色粘砂、上層 :責灰色粘砂)の堆積が見 られる。先述 し

たSX02と 接続 してお り、いずれも上層には黄灰色粘砂

が堆積 してお り、同時に埋没 したことが半Jる 。ともに弥

生土器片が若干出土 した。

奈良時代

掘立柱建物 3棟 (SB09～ SBH)と 柱列 (SA12)は 、

いずれも発掘区外へ続 くため規模がわかるものはない

が、SB09は、東西 2間 (3.2m)、 南北 3間 (4.8m)の規

模の小さい南北棟建物になると考えられる。西側柱列の

北から3番 目の柱 を欠 く。SB10は 南北 2間 (3.5m)以

上、東西 1間 以上で、柱掘形の一辺が0.5～ 0.7mあ る。

重複関係からSB09よ りも新 しいことがわかる。SBllは 、

北側柱列 2間 (3.7m)を検出しただけであるが、南北方

向の建物になると考える。柱掘形の規模や柱間寸法は

SBo9と ほぼ同じである。SA12は南北方向の柱列で7.2m

分を検出。北から3番 目と4番 目の柱間が4.Omと 広い。

柱穴が失われて残存 していない可能性 も考えられる。重

複関係からSB10よ りも新 しいことがわかる。

建物や柱列の柱穴は、検出面からの深さが0.1～ 0.2m

程度しか残存 していないものが大半である。平安時代以

降の土地利用の変遷が明確ではないが、後世に奈良時代

の遺構面が大規模に削平されているものと判断できる。

＼

0             10cm

SX03出 土土器 1/4

Ⅲ 出土遺物

出土遺物は、遺物整理箱で 3箱分ある。このうちの大

半が弥生土器で、古墳時代から江戸時代の土器が若千あ

る。この他に、ナイフ形石器1点、砥石 1点、土馬 1点

がある。弥生土器の多くは奏の破片で、表面が摩減して

おり詳細な時期が分かるものが少ない。外面にタタキの

痕跡が残るものが若千ある。SX03か らは弥生時代後期

の高杯、器台、壺、奏がまとまって出土した。

V まとめ

冒頭でも記述しておいたが、調査地周辺では奈良時代

以降の遺構はほとんど検出されておらず、少なくとも奈

良時代の遺構は稀薄であるという見方が強かったが、今

回、奈良時代の掘立柱建物や掘立柱列を検出したことか

ら、周辺にも奈良時代の遺構が残存している可能性が高

まったといえる。ただ、今回の調査地の周辺には、JR

奈良駅周辺土地区画整理事業に係る発掘調査例 (市 H」

第477-1・ -3～6次調査)の ように宅地としては利用さ

れず空閑地であった箇所 (左京四条五坊六坪)も あるこ

とから、今後の発掘調査の成果を踏まえ周辺の宅地利用

状況を検討していきたい。

日
――
〃
〃
〃
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5。 平城京左京五条五坊十一坪の調査 第478次

調査次数   HJ第 478次

工事内容   倉庫建設

届出者名   中村産業株式会社

調 査 地   余良市西木辻町字ビハ塚81-4

調査期間  平成14年 5月 30日 ～ 8月 13日

調査面積   650だ

調査担当者  山前智敬

第478次調査 発掘区位置図 1/6,000

-16150              -16140

SP07 sKOドB10話 09

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原によると、左京五条五坊

十一坪の中央やや北西よりに位置する。

調査地の東約20mの地点で行った調査 (県平成 3年度)

では、奈良時代の掘立柱建物、土坑、中世小溝、時期不

明の河川を、また、十坪内で行った市H」第148次調査

(昭和63年度)では、古墳時代の溝、余良時代の掘立柱

建物・塀、井戸、溝、中世の土坑、溝を検出している。

今回の調査は、古墳時代の遺構の確認と、奈良時代に

ついては十一坪内の様相を把握することを目的として実

施した。

発掘区内の基本的な層序は、アスファル ト、クラッシ

ャー、造成盛土、暗灰色土 (耕土)、 淡灰色土 (床土)、

茶褐色粘質土または淡黄灰色粘質土 (整地土)と 続 き、

現地表下約1.2mで責灰掲色粘質土の地山に至る。

遺構面は整地上上面または地山上面で、標高はそれぞ

れ68.3mと 681mで ある。発掘区の東端から約 9m西に

水田の段差があ り、東側 よりも0.2～ 0.4m低 く、遺構が

かなり削平されている。

工 検出遺構

検出した遺構には、時期不明の1可川、古墳時代の土坑、

余良時代の上坑、井戸、溝、掘立柱建物・塀、平安時代

の土坑、井戸、掘立柱建物・塀、溝がある。以下時代ご

とに概要を述べる。

大
-14そ400

-16,130を 淫
W                                                            E

SB21
■-147,420

19

】:ラ今子ライ± `i淡祭暑き粘REL           I
3 造成盛±     9 茶褐色粘質土 (整地上)13 淡黄灰褐色粘土
4 攪乱       10 暗褐灰色粘±      14 黄灰褐色粘土
5 灰色土 (耕作土)11 暗褐色粘質±      15 黄灰褐色粘質土 (地 山)        ●
6 黄色土 (耕作土)12 淡黄灰色粘質±     16 暗灰褐色砂礫 (地 山)         |

第呼8次調査 遺構平面図 1/400(上 )、 発掘区北壁土層図 1/80(下 )
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古墳時代の遺構 S K01がある。 S K01は 平面楕円形

で、東西約0.7m、 南北約0。9m、 深さは約0,3mで ある。

埋土から、古墳時代の上師器が出土した。

奈良時代の遺構  S E02。 16、 S K03～05、 S D06・

07、 S X08、 S A09。 12、 S B10。 11がある。

S E02の 掘形は平面精円形で、東西約1.6m、 南北約

1.2m、 深さ約1.2mである。井戸枠の大半は抜 き取 られ

ているが、底に曲物が残っていた。埋土から8世紀中頃

～後半の上師器、須恵器が出土した。 S E16の 掘形 も平

面精円形で東西約2.lm、 南北約2.3m、 深さは約2.3mで

ある。井戸枠の内法は東西約0.6m、 南北約0.7mで、構

造は方形縦板組隅柱横桟留である。掘形埋土から古墳時

代の土師器、 8世紀中頃～後半の土師器、黒色土器が、

枠内埋土から8世紀の土師器、須恵器、九瓦・平瓦、曲

物、櫛、斎串、刀子、桃種 と8世紀末の黒色土器、土師

器が出土した。

S K03の 平面は隅丸方形で、東西0.7m以上、南北約

0.7m、 深さ約02mで ある。埋土から8世紀末の土師器、

須恵器、 8世紀の平瓦が出土した。 S K04の 平面は隅丸

方形で、東西1,7m以上、南北約3.Om、 深さ約0.2mであ

る。埋土から8世紀中頃～後半の土師器、須恵器、 8世

紀末の黒色土器、 8世紀の平瓦、製塩土器が出土 した。

重複関係からS B24・ 26よ りも古い。 S K05の 平面は円

形で、東西3.2m以上、南北約3.9m、 深さ約0.2mで ある。

埋土から8世紀中頃～末の土師器、須恵器、奈良時代の

九瓦、製塩土器が出上 した。重複関係からS K14、 SB

10。 11よ りも古い。 S X08の平面は平面隅丸方形で、東

西3.3m以上、南北約2.Om、 深さ約0.3mである。埋土か

ら8世紀の土師器、須恵器、九瓦・平瓦、黒色土器、製

塩土器が出土 した。重複関係からS B20よ りも古い。

S D06は 幅約1.Om、 深さ約0.2m、 長さ約 5m分を検

出。埋土から古墳時代の土師器、8世紀の上師器が出土。

重複関係からS A09よ りも新 しい。 S D07は北で東に振

れる溝で、西端は撹乱で壊 されている。幅約0.8m、 深

さ約0。lm、 長さ2.5m分を検出。坦土から8世紀の土器、

平瓦が出土。重複関係からS X13よ りも古い。

S A09は 南北 1間 (1.8m)以上の掘立柱塀。重複関

係からS D06よ りも新 しい。 S A12は南北 5間 (8.7m)

以上の掘立柱塀である。

S B10は 東西 1間 (1.8m)以上、南北 2間 (4.2m)

以上、 S Bllは 東西 1間以上、南北 3間 (7.2m)で あ

る。 S B10。 11と もに南北棟の掘立柱建物 と考えられ、

重複関係からS K05よ りも新 ししヽ。

平安時代の遺構 9世紀初頭～前半の遺構には、 SX

13・ 17、 S D18、 S K14・ 15。 19、 S B20-22がある。

S X13は平面不整形で、東西3.5m以上、南北3.Om以上、

深さは0.2m。 埋土から古墳時代の須恵器、 8世紀の上

師器、須恵器、平瓦、 8世紀～ 9世紀初頭の土師器が出

土 した。重複関係からS K01、 S D07よ りも新 しい。

S K14は 平面楕円形になると思われる。東西1.9m以

上、南北約2.4m、 深さ約0.lmである。埋土から8世紀

の須恵器、 8世紀末～ 9世紀初頭の土師器が出土 した。

重複関係からS K05よ りも新 しい。 S K15の平面は隅九

方形で、東西約0.9m、 南北1.Om、 深 さ約0.4mで ある。

埋土から8世紀の土師器、 8世紀末～ 9世紀初頭の土師

器が出土。 S X17の平面は隅丸方形で、東西約3.7m、

南北1.2m以上、深さ約0.2mである。埋土から8世紀の

土師器、 9世紀前半の土師器が出上 した。重複関係から

S D18よ りも古い。

S K19は平面隅九方形で、東西約1.lm、 南北約0.8m、

深さ0.2mで ある。埋土から古墳時代の上師器、 8世紀

の土師器、須恵器、平瓦、 9世紀の須恵器および製塩土

器が出土 した。重複関係からS B21よ りも古い。

S B21は 東西 1間以上、南北 2間 (4.2m)で 、東西

棟の掘立柱建物 と考えられる。重複関係からS D18・ 28

よりも古 く、 S K19よ りも新 しい。 S D18は幅約1.2m、

深さ約0.2mで、長さ7.4m分 を確認 した。埋土から8世

紀～ 9世紀中頃の上師器、須恵器、 8世紀の九瓦・平

瓦 。樽、製塩土器、黒色土器が出土した。重複関係から

S X17、 S B21よ りも新 しい。 S B20は 東西 2間 (2.7

m)、 南北 2間 (2.7m)の総柱建物。重複関係からSX

08よ りも新 しい。 S B22は 東西 4間 (7.5m)以 上、南

北 2間 (3.6m)で、東西棟の掘立柱建物 と考えられる。

9世紀末～10世紀初頭の遺構には、 S E23、 S B24、

S A25がある。 S E23の 掘形は隅九方形になると思われ

る。東西1.2m以 上、南北2.2m、 深さ約0.5m分を確認 し

た。枠の構造は縦板組である。枠内埋土から8世紀の土

師器、須恵器、 8世紀の丸瓦・平瓦、10世紀初頭の土師

器が、掘形埋土から9世紀中頃の上師器、 9世紀中頃～

後半の土師器が出土 した。 S B241よ 東西 1間 (1.8m)

以上、南北 2聞 (3.6m)で 、東西棟の掘立柱建物 と考

えられる。重複関係からS K04よ りも新 しい。 S A251ま

東西 3聞 (5,7m)以上の掘立柱塀。

10世紀の遺構には S B26、 S A27、 S D28がある。 S

B26は東西 1問以上、南北 3間 (4.5m)で 、東西棟の

掘立柱建物 と考えられる。重複関係からS K04よ りも新

しい。 S A27は 南北 1間 (2.7m)以上の掘立柱塀。 S

D28は 幅約0.7m、 深さ約0.3mで、長さ約8.8m分を検出。

埋土から8世紀及び10世紀の土器が出土 した。重複関係

からS B21よ りも新 しヤヽ。
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Ⅲ 出土遺物

遺物は、瓦類、土器類、木製品、金属製品が遺物整理

箱で合計24箱分が出土した。そのうちの15箱分が奈良時

代の土器類である。発掘区の西半分は後世の削平により

遺構面が失われていたため、出土遺物の大半は発掘区東

半分からのものである。土器類は、奈良時代のものが主

体を占めてお り、古墳時代、平安時代のものは量的には

少ない。ここでは、奈良時代の井戸 S E16か ら出土した

土器群の概要についてふれておく。

掘形出土土器には、古墳時代 (6世紀)の土師器、奈

良時代後半の土師器皿A(1)、 黒色土器A類、須恵器

片が少量出土 した。1は、日径 15,Ocmに 復元できる。口

縁部内外面はヨコナデ、底部外面は器表面が剥離 してお

り調整は不明である。内面には、一段の斜放射状暗文が

施 されている。枠 内出土土器 には、土師器杯 A・ B

(8)・ C(2)、 皿A(5。 6)、 C(3・ 4)、 養 (9)お よび

須恵器A(14)・ B(13)、 杯 B蓋 (11)、 皿 B(10)、 皿B

蓋 (12)、 壺、奏がある。 (7)は、回径 16.8cm、 器高4.3

cm。 外面は全体をヘラケズリで丁寧に仕上げている。底

部外面中央に墨書があり、「吉」 と読める。杯 Bは、日

径 19。 2cm、 器高5.6cm。 外面全体をヘラケズリしたのち、

日縁部外面のみヘラミガキで仕上げている。底部外面中

央には、焼成後に「二」 と線刻 している。 (2)は 、口

径 16.Ocm、 器高2.2cm。 底部外面から口縁部下半にかけて

ヘラケズリで調整。tt Aに は、口径 15.5clllの もの (5)

と23.4cmの 大型のもの (6)が ある。いずれも外面全体

をヘラケズリで調整。 (9)は、いわゆる「都城型」奏で

あるが、日縁端部や肩部～体部形態の特徴からみて南山

城産の可能性がある。須恵器 は、 (10)の 底部外面 と

(12)の 頂部外面にロクロケズリが見 られる。14の底部

外面はヘラキリ。これらの土器は、形態的な特徴からみ

て 8世紀後半～末頃にかかる頃のものと考えられる。

V まとめ

今回の調査では、古墳時代から平安時代中葉にかけて

の遺構を検出することができた。

古墳時代の遺構は、土坑を 1基検出したのみであった

が、奈良時代の遺構埋土内に古墳時代の上器片が混在 し

ている状況からみて、奈良時代の遺構によって破壊され

たものと考えられる。

余良時代の十一坪内の宅地利用については、遺構の大

半が削平されていたため、詳細については明確ではない

が、掘立柱塀や建物配置等から推祭 して、坪内を幾つか

に分割 して利用 していた可能性は高いと思われる。

平安時代になってからも、少なくとも10世紀までは、

調査地内は宅地として利用されていたことが明らかにな

った。これまでの周辺調査においては、10世紀代の遺構

が検出された例はなく、平城京廃都後の左京五条五坊域

の様相を把握するための貴重なデータを得ることができ

た。今後の周辺調査例の成果をまって、さらに検討をす

すめたい。

匡 垂 圭 萎 垂 萎 萎 垂 塞 墾 ≧ 垂 垂 垂 垂 ≧ 皇 聖 412

井戸 S E16出 土土器 1/4
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調査次数 HJ第 48ユ次

工事内容 共同住宅建設

届出者名 個人

調 査 地 奈良市大安寺六丁目2-11

調査期間  平成14年 7月 10日 ～ 7月 24日

調査面積  103だ

調査担当者 武田和哉

6.平城京左京五条四坊十一坪の調査 第481次

調査地は、平城京の条坊復原では左京工条四坊十一坪

の南辺の西隅近 くに該当してお り、敷地の南側には五条

条間南小路が想定される場所にあたる。同坪内では過去

に、調査地北方約100m付 近で実施 した試掘調査が 1件

あって、奈良時代の遺構面を確認 している。また本調査

に先立つ試掘でも、遺構の存在が確認されたため、遺構

の詳細な様相や条坊関連遺構の検出等を目的として、東

西約 5m、 南北約21.5mの規模で発掘区を設定した。

発掘区内の基本層序は、上か ら、造成土 (約0.6m)、

次いで黒灰色粘質土 (約0.lm)があ り、現地表下約0,7

mで黄灰色粘土または粗砂の地山に至る。遺構面は地山

上面で、地山上面の標高は概ね63.9mで ある。

検出遺構は、古墳時代以前の溝、奈良時代の建物、溝、

土坑である。以下に、検出した遺構の概要を記す。

古墳時代以前の遺構  S D01は 発掘区の北側で検出し

た溝である。幅2.4～2.8m、 深さは約0.3mを 測る。発掘

区の北端で屈曲しているようにも見受けられるが、詳細

は明らかではない。発掘区内では、概ね北西から南東に

かけて斜行する部分を検出した。溝の主軸の方向は、北

に向かって約35度西に振れている。埋土からは、古墳時

代の土器小片が若千出土したのみであり、詳細な遺構の

時期を考える手掛かりとはならない。なお、遺構の重複

関係からみて、後述の奈良時代の建物S B02や 土坑SK
04よ りも古いことがわかる。

奈良時代遺構 S B02は 発掘区の中央やや北側で検出

した建物である。東西 1間 (2.4m)分、南北 2間 (4.8

第481次調査 発掘区位置図 1/6,000

m)分を検出した。東西棟の建物 と推測され、建物の西

側部分は発掘区外へ と延びる。 S B03は、発掘区の中央

やや南側で検出した建物である。東西 1間分 (2.4m)、

南北 2間 (4.8m)分を検出した。 S B02と 同様に東西

棟の建物 と推測され、建物の東側は発掘区外へ と延びて

いる。このほか、奈良時代の柱穴については、 2ないし

3個が直線上に並ぶものが若干あ り、塀 となる可能性が

ある一方で、建物の一部である可能性 もある。ただし、

発掘区の制約等もあって明確に判断できない。 S D04は

発掘区の南端で検出した東西方向の溝である。幅約 2m、

深さ約0.35mを 測る。埋土から奈良時代の上器・瓦が出

上した。遺構の規模や時期、位置的関係からみて、調査

地の南辺に想定される五条条間南小路の北側溝 もしくは

築地の雨落溝である可能性が高い。 S D04心の国土座標

LH 1650m  N

造成土

黒灰色粘質土 (旧水田土 )

暗灰色粘質土 (旧 水周床土 )

暗灰色粘土 (S D01埋土 )

5 黄灰色 シル ト (S D01埋土 )

6 暗灰色粘土 (S D01)

第481次調査 発掘区西壁土層図 1/50
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7 暗褐色土 (柱穴埋土 )

地山黄灰色粘土



！
ユ
エ
員

発掘区全景 (北から)

発掘区全景 (南から)

発掘区南端SD04(東から)

上の位置は (X=-147,47540Y=-16,693.80)で ある。

S K05は発掘区の北西隅で検出した土坑である。掘形は

平面不整形を呈 し、発掘区内では東西約1.2m、 南北約

0.6m分を確認 した。深さは0,15m。 西側は発掘区外へ と

延びる。遺物は、奈良時代の土器が出土した。

出土遺物は、遺物整理箱 8箱分あり、その大半を奈良

時代の土器と瓦が占めている。このうち、 S K05出 土土

器は遺物整理箱 5箱分ある。器種は、土師器は奏、高杯、

皿、杯 C、 須恵器は杯 A、 杯 B、 椀、重 A蓋等がある。

このうち、土師器奏はいずれも口径30cm程度の比較的大

型の個体である。これらの土器はその特徴から見て、奈

良時代後半頃の ものと考えられる。
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第481次調査 遺構平面図 1/100 (武 田和哉 )



7.平城京左京四条六坊十五坪・奈良町遺跡の調査 第482次

調査次数 HJ 第482次                 調査期間  平成14年 8月 9日 ～ 9月 27日

事業名  椿井小学校校舎建設事業           調査面積  204ど

届出者名 奈良市長                  調査担当者 中島和彦

調査地  奈良市椿井町25番地

調査地は、平城京の左京四条六坊十五坪の北西角にあ

た り、また奈良町遺跡内にある。椿井町は、「椿井郷」

として室町時代から現れ、天正13年 (1585年 )に は、調

査地の道路をはさんだ西側に代官所が設置される。現在

その地には、江戸時代 より墨の製造販売を行う「古梅園」

がある。調査地の南約70mで は、市HJ第232次調査が行

われ、平安～江戸時代の遺構が見つかっている。

調査地は、明治 9年 (1876年 )に椿井小学校が建設さ

れるが、それ以前は造酒屋の菊屋長左衛門の屋敷だった

とされる。菊屋長左衛門は17世紀後半には椿井町の住人

として文献に現れ、19世紀中頃には奈良町で 2番 目の酒

の製造量を記録する。発掘調査では、古代中世の遺構 と

共に、江戸時代の酒造関係の遺構が想定された。

発掘区は、東西に長い旧校舎の西半部分に設定し、さ

らに校舎北側で解体工事中に発見された井戸を調査する

ため、その部分に小規模な発掘区を設けた。

発掘区内の層序は、発掘区西側で旧校舎解体時の造成

土、暗赤褐色土 (焼土層)、 灰褐色土 (室町時代整地層)

で、地山の灰色砂礫 となる。地山面の標高は76.lmで あ

る。発掘区東半部には焼土層がなく、造成土の下に灰褐

色土他の整地層等があり地山となる。遺構検出は地山上

面で行ったが、後述する埋奏遺構部分では灰褐色土上面

で行い、地山上面での遺構検出は出来なかった。

検出した遺構には、平安～江戸時代前半のものがあり、

井戸 9基、土坑、柱穴の他、埋甕遺構、方形石組土坑、

第482次調査 遺構平面図 1/6,000

暗渠遺構がある。主要遺構は一覧表にまとめた。

平安時代の遺構には、SE01～04・ 06、 SK05等がある。

平安時代前半と後半に分かれ、後者が遺物量とともにに

多 く、特に11世紀末以降の遺構・遺物が目立つ。

鎌倉時代の遺構には、SE07、 SK08。 09等があ り、13

世紀後半から末のものが日立つ。SK09か らはその時期

の土師器皿が完形で多 く出土 した。

室町時代の遺構にはSEll、 SK10。 12。 13、 SX14等が

ある。15世紀前半の井戸SEllの廃絶後、整地 (0.2～

0.4m)を して、埋奏遺構SX14が築かれる。SX14は 大奏

を南北 3列、東西14列 (42個 )以上設置 し、さらに発掘

区外西狽1に 続 く。規模は東西約■.2m以上、南北約2.3m

ある。埋甕は抜 き取 り坑と破壊され消滅したものも含め、

造成土

黄灰色粘質土 (SXm退土 )

暗茶褐色土 (SX10掘 土 )

茶褐色土

黒色炭層 (焼土含む )

６

７

８

９

Ю

暗赤褐色±                11 灰色粘質土

黒褐色土と黄灰色粘上の互層 (土問か ?)  12 暗灰色粘質土

黄灰色砂 (土坑埋土)           13 黄褐色砂礫

暗赤掲色土 (焼土層・埋甕抜取 り跡)    14 淡灰褐色土

暗灰色±                 15 暗灰色粘質土 (中 世整地層 )

第482次調査 発掘区西壁土層図 1/40
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16 灰褐色土 (中 世整地層)

17 灰色砂礫



-146.685

第482次調査 遺構平面図 1/150

第482次調査 発掘区全景 (東から)

T tt  SKl罵可   〒  _S陶唾下   下  下

λ描'鞭1島
°
郷x当ど

′     SX16

埋甕 12

埋奏遺構SX14(南西から)SX14平面及び断面図 1/50
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東北隅から南側 と西側へ順に 1か ら番号を付 した。下半 が 1点確認できた。

部が残存する大奏が18個 あり、詳細は表に記す。大奏は   江戸時代前半の遺構にはSX15。 16、 SE17の一連の遺

群全体で 1つ の掘形に納まり、個々の掘形はない。大奏  構がある。SX15は平面長方形の石組み土坑で、西 と北

と抜 き取 り坑はいずれも焼土層で坦まる。特に大奏の中  東隅に階段がある。後述するSX16を 介 してSE17に排水

からは焼けた壁上、炭とともに火を受けた土器が多量に  する。幅は狭 く室より通路的な様相を示 し、性格は不明。

出土した。埋奏のす ぐ北側には人頭大の石が東西に列び、  SX16は 暗渠遺構で、幅約0.9m、 深さ約0.75mの溝底に、

埋奏に伴う建物の礎石と考えられるが、全容は不明であ  瓦質の土管を17本連結させる。土管はSX15と SE17間の

る。石列には据え付け用の掘形がある。焼土層はこの石  約4,2mを つなぐ。SE17と 接続する東端は、SX14の埋甕

列をも被い、その外側で途切れる。下半部が残存する奏  6を 残し、その下に長さ約2.5mの横穴を掘り、土管の代

はすべて備前窯の製品で、口縁部の形態から15～ 16世紀  わりに備前窯の奏の破片を充填する。また一番東端の土

前半のものと考えられる。焼土層からは16世紀中頃の土  管の上には上方向に土管が 4本接続される。ここにもな

器が出土し、この頃廃絶したと考えられる。またSX14  んらかの施設があり、下に排水していたと考えられる。

と焼土層から出土する瓦は少量で、瓦葺き建物の可能性  いずれも17世紀前半から中頃のものである。井戸SE18

は低いと考えられる。なお甕37の北側の遺構面上面から  は今も水をたたえ、近代まで使われていたと考えられる

は、縛銭が出土した。絹銭は103枚で 1束で、政和通費  が、築造時期は不明である。方形と考えられる掘形の東

遺構一覧表

遺構番号

掘 形 枠

主要な出土遺物 備考
平面形 平面規模 深 さ 平面形・構造 勺法 (m) 書導 濾過装

SElll 隅丸方形 一辺約 20 31以上
上段・ 方形横板組隅柱留

た羅義争表罫i穐功尋纂毒手馨類杯、須恵器杯
・重・養、)世紀後半

下段 方形縦板組隅柱横桟雹

SEl12 隅丸方形 東西 09X南北 11 l な し 土師器皿・甕、黒色土器 A類椀、須恵器壷・零 11世紀前半

SEl13 隅九方形 東西 22× 南北 19 1 抜き取 り 曲物 土師器皿、瓦器抗、須恵器鉢、自磁碗・皿 11世紀末

SE04 隅丸方形 東西 12× 南北 13 1 方形縦板組 曲物
誌賜書署、麗宥

・鍋ヽ瓦器枕、須恵器鉢、白磁碗、斎串、11世紀末

SE06 隅九方形 東西 27× 南北 22
以上 32以上 な し き綴続呼ギ平基、悦 世法毎

蔦器鉢 発、東海系陶器鉢、12世紀 中頃

SE07 楕円形 東西 49× 南北 25
以上 09以上 不明 善想藝製i玲 霧F瑠撃署

瓦ヽ質土器浅鉢、東海系陶器皿、13世紀後半

3Ell 楕円形 径約 工6 41以上 円形縦板組 1 15世紀前半

円 形 径約 ■8 21以上 円形石組 0縦 謎評罫線撃縮勲 怖 、翻麟町場毯17世紀中頃

方形 P
東西 25X南北 18
以上 55以上 円形石組 瓦質土器播鉢 蓋、信楽窯橋鉢、青花皿 (掘 形出土 ) ま言阜三毒ユヨ阜急旨

SK05 不整方形 一辺 09 土師器皿、瓦器椀 11世紀末～ 12世紀初

SK08 不 明
東西 09以上 ×南北
16以 上 土師器皿・羽釜、瓦器椀 13世紀後半～末

SK09 不警惰円形 東西 25以上 ×南北
0「a 潜雲義世占議禽t響議鶴t晨屋1審鋪外ヽ

須恵器鉢、常 13世紀末

SK10 隅丸方形 P
菓西 09X南北 08
以上 土師器皿・羽金、瓦質土器鉢、常滑窯莞、鬼瓦、苺 繁娑紀後半

～15世紀

SK12 不整形 東西 30以上 X南北
32以上 音緩読學血評書滋晟F善霜握誉茄壌費蒲認莞曽黛囁轟妻ヽ15世紀後半

】K13 隅丸方形 P
飛西 09X南 ヨヒ07
以 ト 上師器羽釜、瓦質土器捏鉢

15世紀後半～ 16世紀
中頃

SX14 隅丸方形 ?
東西 112以上 X南
北 23以上 毎雲昌重者制、麺M 16世紀中頃焼失

SX15 長方形 東西 64以上 X南北
14～ 15 長方形石組み

東西 50
X南北 0(
～ 07

旨I難離滸富:手y指穂
恭吾毒8g応暑胞全
器瓦片を敷 く

SX14埋甕一覧表

奏 No ヘ ラ記号 備考 甕 No ヘラ記号 備考 発 No ヘラ記号 備考

1 「吉」「□入J 友き取 りにより底部半壊 口縁部まで復元、SX67に より半壊 回縁都 まで復元、石組溝 によ り半壊

5 SE04に よ り底部半壊 □J「□入J 口縁部確認 口縁都まで復元

6

'E04に
より底部半壊 3X67に よ り底部半壊 口縁部まで復元

7 「吉J「三入J ヨ縁部確認 □」「三入」口縁部まで復元
~吉

? 「日入 石組溝により底部半壊

8 「吉J「三 ?入 J ヨ縁部まで復元、SX夕 により半壊 十」「三入」口縁部まで復元 31 日縁部まで復元、抜 き取 りにより半壊

因 「三入J ヨ縁部 まで復元 ヨ縁部 まで復元 抜 き取 りにより底部半壊
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SX14出土土器

側には石列があ り、その上面には拳大の礫が敷かれる。

出土遺物には平安～江戸時代の各時代のものがあ り、

遺物整理箱144箱の土器類、45箱の瓦類、 2箱の木製品、

2箱の石製品、1箱の金属製品の他鉄津、壁土等がある。

以下16世紀中頃の一括資料のSX14出土遺物を報告する。

SX14か らは遺物整理箱87箱の土器 と7箱の瓦類の他、

石製品、金属製品、銭貨15点、輔羽口、鉄津が出土 した。

土器類の内65箱は埋奏の破片で、常滑窯の 1箱の他は

すべて備前窯である。埋奏を除くと、土器は破片で5066

点あ り、土 師器4105点 (81,0%)、 瓦質土器680点

(13.4%)、 国産陶器100点 (2.0%)、 輸入陶磁器181点

(3.6%)である。土師器は皿 と羽釜が大半である。土師

器皿は大 きくa類 (1～ 6)と b類 (7～ 16、 18。 19)

の 2種類に分けられる。a類は、日縁部を強 くヨコナデ

調整し、内面が凹線状に窪む。胎土は砂を含みやや粗い。

日径は7.5cm前後のものがほとんどである。b類 は、やや

平坦な底部から緩やかに屈曲する口縁部で、胎土はきめ

細か く精良である。日径は6.0～ 19,Ocm台 まで数種あるが、

8.7cm前 後のものが半数近 く占める。17は京都産の上師

器皿で、内面には凹線状の圏線がある。21は耳皿で、口

径7.5cmの 皿の両側を内側に折 り込む。胎土調整等はb類

20(40)cm

1/4  231よ 1/8

と同じである。20は大型で厚手の皿で、内面を丁寧にヘ

ラミガキ調整する。土師器羽釜は大半が大和I型である。

22の ように口径20cm前後のものの他12cm前後のものが少

量ある。23は埋奏16の備前窯の奏で、肩部と口縁部には

自然釉が厚 くかかる。肩部には「三入」のヘラ記号があ

り、反対側にも斜格子文様のヘラ記号の一部が残る。底

部には焼成時のひび割れがあり、それを漆を染み込ませ

た布で充填する。国産陶器は信楽窯が約半数を占め、瀬

戸美濃窯が約 2割、備前窯が約 3割ある。輸入陶磁器に

は口縁端部を外反させる白磁の皿が多く、他に褐釉の四

耳壷が 1個体と少量の青花・青磁がある。

瓦類には、軒丸瓦が左巻き巴紋 1点、不明 2点、軒平

瓦が連珠紋 1点、不明 1点、九瓦が137点 (25890g)、 平

瓦が262点 (40400g)、 樽が 2点、え斗瓦他が 5点ある。

今回の調査では、江戸時代の造酒屋「菊屋」に関する

遺構は確認出来なかったが、平安～江戸時代前半までの

各時代の遺構を検出し、椿井町の歴史が垣間見られた。

特に埋甕遺構SX14は、中世の埋奏を多数設置した奏倉

としては、奈良町遺跡内では 3例 日となる。建物の時期、

性格等検討課題が多いが、奈良町遺跡の商業を考える上

で貴重な資料となろう。

ヽ
ヾ

葬^
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8.平城京右京四条四坊一坪の調査 第483次

調査地は、平城京の条坊復原では右京四条四坊一坪の

北西隅付近に該当しており、敷地の北側には三条大路が、

また西側には西四坊坊間西小路が想定されている。

当坪内では過去に調査事例がなく、今回が初めての本

調査 となるため、遺構の様相の把握を大きな目的として、

東西約 8m、 南北約17mの規模で発掘区を設定 した。

発掘区内の基本層序は、上から順に、造成上 (0.6～

07m)、 黒褐色粘質土 (0,1～ 0.2m)、 暗灰色土 (0,1～ 0.2

m)と続 き、現地表下0,9～ 1.Omで黄灰色シル トまたは

責灰色粗砂の地山に至る。遺構面は地山上面で、発掘区

内における地山上面の標高は概ね79.7～ 79.8mで ある。

検出した遺構には、時期不明の土坑、井戸がある。土

坑は発掘区全面に拡がっている。掘形の形状は平面不整

形を呈 し、深 さは概ね0.2～ 0.3mを 測る。土坑内か ら遺

物がほとんど出土せず、時期は明らかではない。井戸 S

E01は発掘区東辺中央部よりやや南側で検出した。掘形

の約半分は発掘区外東へ と延びる。発掘区内で検出でき

たのは南北径約2.lm、 東西約0.6m分である。埋土から

近世～近代以降の陶磁器片等が出土した。

当調査では余良時代の遺構は確認できなかった。遺構

面が後世に削平されている可能性 も考えられる。

今回の調査の出土遺物の総量は少なく、遺物整理箱 1

箱分の出土にとどまり、その大半は奈良時代の須恵器・

土師器の破片や丸瓦・平瓦の破片である。 (武田和哉)

第483次 調査 発掘区位置図 1/6,000

調査次数   HJ第 483次

工事内容   共同住宅建設

届出者名   個人

調 査 地   奈良市宝来四丁 目15-18

調査期間  平成14年 9月 24日 ～10月 8日

調査面積   136∬

調査担当者  武田和哉

第483次調査 発掘区全景 (北から)
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第483次調査 遺構平面図 1/200



調査次数   H」 第484次

工事内容   共同住宅建設

届出者名  個人

調 査 地   奈良市杏町62、 63

調査期間  平成14年 10月 21日 ～11月 25日

調査面積   318∬

調査担当者  武田和哉

9.平城京左京八条二坊五坪の調査 第484次

I はじめに

調査地は、平城京の条坊復原では左京人条二坊五坪の

南東隅付近に該当し、敷地東辺部に東二坊坊間路が、ま

た南辺部には人条大路北偵I溝が想定される。調査地周辺

では過去に試掘調査例が 2件あり、奈良～平安時代前半

の柱穴や土坑、鎌倉時代の土坑、溝等を検出している。

当調査では、既存構造物により遺構が破壊されている敷

地中央西側部分を避け、南北 2ヶ 所の発掘区を設定した。

I 発掘区内の基本層序

北発掘区 (西壁 。東壁)では、上から順に、①造成土

(約 0.5m)、 ②黒灰色粘質土 (約02m)、 ③暗灰色土 (約

0.lm)、 ④暗灰色土 (0.1～ 0。3m)、 ⑤暗灰色土 (や や粘

質・約0.1～ 0.5m)の 堆積がある。北側ではこの下層に

⑥暗茶褐色粘質土の堆積があり、⑫暗茶褐色砂質土や○

暗茶掲色土の下で、⑩灰褐色粘上の地山に至る。埋土に

16世紀の遺物が入るS Dllは ⑫や⑬の上面から掘り込ま

れ、柱穴は地山上面から掘り込まれる。一方、南側では

⑤の下層に⑬暗灰色土 (0.2～ 04m)の堆積があり、⑩

灰褐色粘土または⑩黒褐色粘土の地山層に至る。後掲の

S E09や S D10は埋土に13世紀の遺物が含まれるが、そ

れらは⑬暗灰色土の上面から掘り込まれ、また奈良～平

安時代前半の柱穴は地山から各々掘り込まれる。また、

中央付近では⑤の下層に⑩暗茶灰色土 (約 0.1～ 02m)、

④暗灰色砂 (約 0。lm)、 ②暗責灰色粘質土 (約0.1～ 0.2m)、

〇暗褐色砂質土 (0。 1～0.2m)と 続き、②黄灰色粘土の

地山に至る。素掘り溝は④の上面から、柱穴、 9世紀前

半の遺物が含まれる井戸S E01は⑩の上面から、各々掘

り込まれている。

北発掘区内の遺構面は、鎌倉～室町時代遺構面は北・

中央・南のいずれの部分でも④または⑤の下面であり、

また奈良～平安時代前半の遺構面は発掘区中央では⑩の

上面、発掘区の北と南では地山上面である。地山面の標

高は、発掘区中央は53.lm、 発掘区北 。南側は52.7m。

第484次調査 発掘区位置図 1/6.000

① 造成土
② 黒灰色粘質土 (旧水日土)

③ 暗灰色土 (旧水日入土)

④ 暗灰色土 (旧水田床土=やや淡く砂質)

⑤ 暗灰色土 (やや粘質)

⑥ 暗茶褐色粘質土
⑦ 暗茶褐色土 (S Dll埋 土)

③ 暗灰色粘質土 (S Dll埋 土)

③ 暗灰色砂質土 (S Dll埋 土)

第484次調査 北発掘区東壁土層図 1/80

暗褐色粘土 (S Dll埋 土=く らい色調)

暗褐色粘土 (s Dll埋土=やや淡い色調)

暗茶褐色砂質土
暗茶褐色土
暗灰色土 (素掘 りの溝埋土)

暗茶褐色土 (柱穴埋土)

灰褐色粘土
暗褐色粘土

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
④
⑫
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